
ネオフォルム 
取付説明書 － ネオフォルムアプローチ － 

＜施工の前に＞ 

●このたびは、東洋エクステリア製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。 

●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、あなたや他の人々の危
害や損害を未然に防止するためのものです。 
　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。 

●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。 

警告  

注 意  

● 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。 
 
● 取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。 

● 説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。 

● 取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。 
● 守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。 

● 取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。 
● 取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。 ※ 

ポイント 

補 足  

安全に関する記号 記号の意味 

一般情報に関する記号 

E149

－1－ 
E149_200403A

● 

● 

● 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

 

● 

● 

 

● 

注意  

● 

警告  

正しく施工，組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。 
製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。 
施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しください。 
設置場所の確認をしてください。 
・施工場所に寸法的に正しく納まるか確認してください。 
・施工場所の気象条件（風, 雪など）に合った製品かどうか確認してください。 
・建物の屋根からの雪の落下を､直接受けない位置かどうか確認してください。 
・強風地域、特に崖上, 屋上, 風の通り道上などの施工は避けてください。 
・給湯器や暖房機などの熱排気が、製品に直接当たらないように施工してください。排気による塗装劣化・
　剥離（はくり）のおそれがあります。 
・給湯器や暖房機などの熱排気が製品内（屋根・パネルなどで囲んだ内部）にこもるような場所に施工しない
　でください。排気による中毒や塗装劣化剥離（はくり）のおそれがあります。 
傾斜地に設置する場合は、低い場所の柱の埋込み深さを確保してください。 
崖縁などの高低差がある場所には設置しないでください。また、片流れタイプの場合、風当たりの強い場所
ではサポートを取付けるとともに、風にあおられない向きに取付けてください。 
梱包明細表で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。 
あらかじめ門扉およびファンクションを、どの柱にどの方向で取付けるかを検討し、柱配置を決定した後で
化粧材を取付けてください。 
化粧材の取付けは柱の埋込み施工の前に行ってください。 

本製品を、物置・遊び場あるいは住居の一部等への転用を目的にして、改造・変更をしないでください。 



＜基礎工事について＞ 

● 

● 

● 

● 

● 

注意  

＜施工上のご注意＞ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

注意  

基礎部の埋込み深さは製品ごとに決めていますが、現場によって（堅牢な地盤、軟弱な地盤など）基礎部の
コンクリートの量（体積）を十分配慮してください。 
寒冷地で凍上するおそれのある地域で使用する場合は、凍上線の下まで基礎を設けてください。 
コンクリート（またはモルタル）には、塩分を含む砂（海砂）および塩素系や強アルカリ系のコンクリート用混
和剤（凍結防止剤、凝固促進剤、急結剤など）は使用しないでください。使用するとアルミなどの金属が腐食
する原因になります。必要な場合は非塩素系や非アルカリ系の混和剤をご使用ください。 
モルタルやコンクリートの抽出液が、工事中に製品に付着しないように注意してください。抽出液は強アル
カリ性で、シミやムラなどの外観不良の原因になります。 
製品の表面に付着したモルタルやコンクリートなどは、速やかに拭き取ってください。 

取付説明書の順序通りに組付けてください。製品の強度など、性能が低下する場合があります。 
柱の移動は弊社指定範囲内にしてください。 
ボルト, ネジは弊社純正品の規定本数を確実に締付け、固定してください。 
アルミ製品が異種金属と接触する場合は、絶縁処理をしてください。 
腐食のおそれのある接着剤や化学製品を使用する場合は、製品と接触しないようにするか、接触する部分を
完全に養生してください。 
製品の改造は絶対にしないでください。 
施工終了後は、ボルト, ネジなどにゆるみがないか確認してください。 
施工中についた汚れは取除き、誤ってキズをつけた場合は補修塗料で補修してください。 

● 

 

● 

 

● 

● 

 

● 

● 

注意  

桁には水勾配をつけないで、水平に施工してください。水勾配をつけると排水性が低下するおそれがありま
す。 
パーゴラは片支持柱のアプローチには取付けることはできません。必ず両支持柱のアプローチに取付けてく
ださい。 
パーゴラを取付けた場合、ロールスクリーンを取付けることはできません。 
ロールスクリーンは片支持柱のアプローチには取付けることはできません。必ず両支持柱のアプローチの竪
樋がついていない側の桁に取付けてください。 
ロールスクリーンを取付けた場合、パーゴラを取付けることはできません。 
ロールスクリーンはL25サイズのアプローチ専用です。L13，L20，L51，L57サイズのアプローチには取付
けられません。 
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■梱包明細表 
珈 柱セットA

名　　　称 略　　図 
員　　数 

標準1本入 ロング1本入 標準2本入 ロング2本入 

標準柱 

ロング柱 

標準柱 

ロング柱 

2

ー 

1 2 － － 

－ － 1 2

名　　称 略　図 
員　数 

標準2本入 

ー 

2

ロング2本入 

玳 柱セットB

ブラケット 

ブラケット補強材 

カラー 

1

2

名　　称 略　図 
員　数 

1本入 

2

4

2本入 

3

6

1 2 3

3本入 

珀 ブラケットセット 

梁 1

名　　称 略　図 
員　数 

1本入 

2

2本入 

珎 梁セットA

梁 1

名　　称 略　図 
員　数 

1本入 

2

2本入 

玻 梁セットB

＜電気配線工事について＞ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

AC100Vの電線の埋設工事, 配線作業に関しては、電気工事店の有資格者に依頼してください。 
AC100V用の照明器具は、Ｄ種接地工事を行なってください。 
DC12V仕様の照明器具には、専用トランスと電源ケーブルが必要です。AC100Vを接線しないでください。 
照明用配線と信号線は、電線管による隔離をしてください。 
照明用配線にはVVFφ1.6またはφ2.0の3芯単線（アース線を含む）を、インターホン用信号にはVCTF0.75mm2

のより線またはφ1.0単線3芯を準備してください。 
AC100V用の照明器具には、周波数50Hz用と60Hz用の2タイプがあります。仕様地域の周波数のものを使用
してください。 
照明器具には「EEスイッチ」、「明るさセンサー」または「入切スイッチ」を別途設けてください。 
ポール内部には、松下電工製CD管 呼び16（内径φ16, 外径φ22）を使用しています。家側からの配管はPF管 
呼び16を使用してください。 
インターホン用信号線にはVCTF0.75mm2のより線、またはφ1.0単線2芯か3芯を別途準備してください。 
地中内配線用の配管にはPF管を使用してください。 
インターホン親機と露出型インターホン子機間の配線を電灯線,電話回線と平行配線する場合は、500mm以
上離してください。音声に雑音が入る場合があります。 
PF管は現場で別途手配してください。 

注意  
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■梱包明細表　つづき 
珥 桁セット 

名　　　称 略　　　図 
員　　数 

13型用 57型用 25型用 

桁L

桁R

中骨 

屋根材押え 

1 1 1

1 1 1

20型用 51型用 

1 1

1 1

6 12 279 24

4 8 186 16

珮 アーチセット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

アーチセットA アーチセットB アーチセットC 中間アーチセット 

18型用 18型用 18型用 18型用 

端部アーチ 

中間アーチ 

端部アーチカバー 

中間アーチカバー 

横樋 

2 2 2 － 

1 2 3 5

－ 

5

21型用 21型用 21型用 21型用 

2 2 2

1 2

2 22 2

1 21 2

3

2 － 

3 5

－ 

－ － 

5

2

3

1 11 1 1 1

44 5026 3535 44 44 50

77 7730 4630 46 61 61珮-漓 φ4×12トラスタッピンネジ3種 
珮-滷 φ4×12トラスタッピンネジ 
2種PW＋樹脂W



名　　　称 

アンカー棒 

梁キャップ 

1

略　　図 

員　　数 

片柱部品セット 両柱部品 
セット 1本分 

2 2

2 4 2

梁・桁固定金具 

梁・桁固定金具カバー 

コーナーカバー 

梁・柱取付金具 

4 8 4

4 8 4

1

ー 

2

ー 

ー 

2

2本分 

璢 柱部品セット 

連棟アーチカバー 

中間アーチカバー 

横樋 

桁スリーブA

桁スリーブB

1 1 1

1 2 3

1 1 1

1 1 11 1 1

1

2 2

2

2 2

3

2 2

2 2 2 2 2 2

26 35 35 44 44 50

30 30 46 46 61 61珞-漓 φ4×12トラスタッピンネジ3種 

珞 連棟アーチセット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

連棟アーチセットA 連棟アーチセットB 連棟アーチセットC

18型用 18型用 18型用 

端部アーチ 

中間アーチ 

2 2 2

1 2 3

21型用 21型用 21型用 

2 2 2

1 2 3

珞-滷 φ4×12トラスタッピンネジ 
2種PW＋樹脂W
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■梱包明細表　つづき 

竪樋 

名　　称 略　図 員　数 

1

琅 竪樋セット 

ブチルシーリング材 

名　　称 
員　数 

連棟用 

1

標準 

1

注意シール 

横樋キャップA

ー 1

11

横樋キャップB 11

略　図 

瑯 屋根部品セット 

名　　称 
員　数 

連棟用 標準 
略　図 

瑯 つづき 

名　　　称 

璢-漓 M8×70六角ボルト 

略　　図 

員　　数 

片柱部品セット 両柱部品 
セット 1本分 

2 4 ー 
璢-滷 M8×25六角ボルトPW+SW 7 14 ー 
璢-澆 M8×30四角ボルト 4 8 4
璢-潺 M5×12ナベ小ネジPW+SW 2 4 ー 
璢-潸 M8用六角ナット 6 12 4
璢-澁 M8用バネ座金 6 12 4
璢-澀 M8用平座金 8 16 4
璢-潯 φ4×13ナベテクスネジ 6 12 4
璢-潛 M8×18六角ボルトPW+SW ー ー 4
璢-濳 M5×16トラスタッピンネジ3種 ー ー 8

2本分 

璢 つづき 

桁キャップL ー 2

桁キャップR ー 2

裏板 

接着剤 

44

11

雨樋孔ふさぎキャップ 22

雨樋アタッチメント 22

でんでん 33

瑯-漓 φ4×19ナベテクスネジ 
瑯-滷 M5×12ナベ小ネジPW+SW

3 3

スぺーサー 2 2

4 4

アタッチメントパッキン 44

92度エルボ 22

ドレンエルボ 11

瑯-澆 φ4×12トラスタッピンネジ3種 8 8
瑯-潺 φ4×10トラスタッピンネジ1種 
瑯-潸 φ4×13ナベテクスネジ 

取付説明書 
取扱説明書 

8 4
ー 24

瑯-澁 M5×16ナベ小ネジPW+SW 2 2
1 ー 
1 ー 

ー 
ー 

屋根パネル 

名　　称 略　図 
員　数 

431

4枚入 3枚入 1枚入 

琥 屋根材セット 



2 2 1ー ー ー 化粧パネル受け　L=1550

1

珸 M合掌棟木セット 

M合掌棟木 

員　数 

琲 M合掌部品セット 

名　　　称 

名　　　称 

琲-漓 M8×120 六角ボルト 

梁連結材 

M合掌棟木固定金具 

4

略　　　図 
員　数 

13型用 

4 4 6

2 3 4 5

M合掌キャップ 2 2 2 2

4 4 4
琲-滷 M8用袋ナット 4 4 4
琲-澆 M8用平座金 8 8 8
琲-潺 M8用バネ座金 8 8 8
琲-潸 φ4×13 ナベテクスネジ 8 10 12

6
6
12
12
14

20・25型用 51型用 57型用 

琺-漓 φ4×13 ナベテクスネジ 

1

琺 M合掌連棟部品セット 

M合掌連棟カバー 

1M合掌棟木固定金具 

4

名　　称 略　　図 

略　　図 

員　数 

瑕 スタンダードスタイル化粧材セット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

標準・ロング柱用 中間柱用 

標準用 

前面部化粧材　L=1850 2 1 2 ー ー ー 

2 1 2ー ー ー 

2 2 1 ー ー ー 

前面部化粧材　L=1550

化粧パネル受け　L=1850

門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

－7－ 
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■梱包明細表　つづき 

ー ー ー ー 1 ー 

2 2 2 2 2 2

共用化粧材　L=1550

ー 4 ー ー 4 ー 

28 28 28 24 24 24
28 28 18 28 28 14
4 4 4 4 4 2
8 8 8 8 8 8
ー 7 ー ー 6 ー 
24 24 16 20 20 10

位置出し用Lアングル　L=82

調整金具取付裏板 

瑕-漓 φ4×13 サラピアスネジ 
瑕-滷 φ4×13 ナベピアスネジ　※ 
瑕-澆 φ4×8 トラスタッピンネジ3種 
瑕-潺 φ4×13 ナベピアスネジ 
瑕-潸 φ4×13 トラスピアスネジ 
瑕-澁 φ4×25 トラスピアスネジ 

※中間柱標準用と中間柱門扉取付用には、予備が4本入っています。 

瑕 つづき 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

標準・ロング柱用 中間柱用 

標準用 

ー ー 1 ー ー ー 

2 2 1 ー ー ー 

化粧パネル受け　L=345

側面部化粧材　L=1850

門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

側面部化粧材　L=1550 ー ー ー 2 2 1

ー ー ー ー ー 1

4 4 2ー ー 

ー ー 

ー 

4 4 2 ー ー ー 

2 ー ー ー 

側面部化粧材　L=345

隙間埋め材　L=1850

隙間埋め材　L=1550

隙間埋め材　L=345

ー 1 ー ー ー ー 

ー ー ー ー 1 ー 

門扉固定用部材  L=1850

門扉固定用部材　L=1550

ー 1 ー ー ー ー 共用化粧材　L=1850
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琿 スタンダード・アーキモダン 木調スタイル化粧材セット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

標準・ロング柱 中間柱 

標準用 

2 1 2 ー ー ー 

2 1 2ー ー ー 

2 2 1ー ー 

ー ー 

ー 

2 2 1 ー ー ー 

1 ー ー ー 

2 2 1 ー ー ー 

ー ー 

ー ー 

ー 

1

2

ー 

2

ー 

1

ー 

ー 1 ー ー ー ー 

側面部化粧材　L=1550

側面部化粧材　L=345

門扉固定用部材　L=1850

門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

前面部化粧材　L=1850

前面部化粧材　L=1550

化粧パネル受け　L=1850

化粧パネル受け　L=1550

化粧パネル受け　L=345

側面部化粧材　L=1850

ー 1 ー ー ー ー 

ー ー ー ー 1 ー 

ー ー ー ー 1 ー 

ー 4 ー ー 4 ー 

28 28 28 24 24 24
28 28 18 28 28 14
4 4 4 4 4 2
8 8 8 8 8 8
ー 7 ー ー 6 ー 

門扉固定用部材　L=1550

2 2 2 2 2 2

共用化粧材　L=1850

共用化粧材　L=1550

位置出し用Lアングル　L=82

調整金具取付裏板 

琿-漓 φ4×13サラピアスネジ 
琿-滷 φ4×13ナベピアスネジ　※ 
琿-澆 φ4×8トラスタッピンネジ3種 
琿-潺 φ4×13ナベピアスネジ 
琿-潸 φ4×13トラスピアスネジ 

※中間柱標準用と中間柱門扉取付用には、予備が4本入っています。 
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■梱包明細表　つづき 
瑟 アーキモダンスタイル化粧材セット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

標準・ロング柱 中間柱 

標準用 

2 1 2 ー ー ー 

2 1 2ー ー ー 

2 2 1ー ー 

ー ー 

ー 

2 2 1 ー ー ー 

1 ー ー ー 

2 2 1 ー ー ー 

ー ー 

ー ー 

ー 

1

2

ー 

2

ー 

1

ー 

側面部化粧材　L=1550

側面部化粧材　L=345

門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

前面部化粧材　L=1850

前面部化粧材　L=1550

化粧パネル受け　L=1850

化粧パネル受け　L=1550

化粧パネル受け　L=345

側面部化粧材　L=1850

ー 1 ー ー ー ー 

ー 1 ー ー ー ー 

ー ー ー ー 1 ー 

ー ー ー ー 1 ー 

門扉固定用部材　L=1850

ー 4 ー ー 4 ー 

28 28 28 24 24 24
28 28 18 28 28 14
4 4 4 4 4 2
8 8 8 8 8 8
ー 7 ー ー 6 ー 

門扉固定用部材　L=1550

2 2 2 2 2 2

共用化粧材　L=1850

共用化粧材　L=1550

位置出し用Lアングル　L=82

調整金具取付裏板 

瑟-漓 φ4×13サラピアスネジ 
瑟-滷 φ4×13ナベピアスネジ ※ 
瑟-澆 φ4×13ナベピアスネジ 
瑟-潺 φ4×13ナベピアスネジ 
瑟-潸 φ4×13トラスピアスネジ 

※中間柱標準用と中間柱門扉取付用には、予備が4本入っています。 
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瑙 ナチュラルスタイル化粧材セット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

標準・ロング柱 中間柱 

標準用 

2 1 2 ー ー ー 

2 1 2ー ー ー 

2 2 1ー ー 

ー ー 

ー 

2 2 1 ー ー ー 

1 ー ー ー 

2 2 1 ー ー ー 

ー ー ー 2 2 1側面部化粧材　L=1400

門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

前面部化粧材　L=1700

前面部化粧材　L=1400

化粧パネル受け　L=1700

化粧パネル受け　L=1400

化粧パネル受け　L=345

側面部化粧材 L=1700

ー ー 1

4 4 2

ー ー 

ー ー 

ー 

2

ー ー ー 

ー ー ー 

ー ー ー 

4 4 2

ー 1 ー ー ー ー 

ー 1 ー ー ー ー 

ー ー ー ー 1 ー 

ー ー ー ー 1 ー 

側面部化粧材　L=345

隙間埋め材　L=1700

隙間埋め材　L=1400

隙間埋め材　L=345

門扉固定用部材  L=1700

ー 4 ー ー 4 ー 

門扉固定用部材  L=1400

2 2 2 2 2 2

共用化粧材　L=1700

共用化粧材　L=1400

位置出し用Lアングル　L=82

調整金具取付裏板 
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■梱包明細表　つづき 

瑰-漓 φ4×16サラピアスネジ 

瑰 アーキモダンスタイル用柱キャップ 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

中間柱 

アーキモダンスタイル用柱キャップ　標準・ロング柱用 ー ー 

ー ー 

ー 1

4 4

1 ー 

スタンダードスタイル用柱キャップ　標準・ロング柱用 

アーキモダンスタイル用柱キャップ　中間柱・標準用 

アーキモダンスタイル用柱キャップ　中間柱・門扉吊用 

2 1

ー 1

ー ー 

4 4

ー ー 

標準用 門扉取付用 

標準・ロング柱 

標準用 門扉取付用 

28 28 28 24 24 24
28 28 18 28 28 14
4 4 4 4 4 2
8 8 8 8 8 8
ー 7 ー ー 6 ー 
24 24 16 20 20 10

瑙-漓 φ4×13サラピアスネジ 
瑙-滷 φ4×13ナベピアスネジ　※1
瑙-澆 φ4×8トラスタッピンネジ3種 ※2
瑙-潺 φ4×13ナベピアスネジ 
瑙-潸 φ4×13トラスピアスネジ 
瑙-澁 φ4×25トラスピアスネジ 

名　　称 
員　数 

中間柱用 標準・ロング柱用 
略　図 

瑁 スタンダードスタイル用柱キャップ 

スタンダードスタイル用 
柱キャップ 標準・ロング柱用 

スタンダードスタイル用 
柱キャップ 標準・ロング柱用 

スタンダードスタイル用 
柱キャップ 標準・ロング柱用 

ー 2

スタンダードスタイル用 
柱キャップ 中間柱用 

スタンダードスタイル用 
柱キャップ 中間柱用 

1ー 

瑁-漓 φ4×16サラピアスネジ 4 4

スタンダードスタイル用 
柱キャップ 中間柱用 

名　　称 
員　数 

中間柱用 標準・ロング柱用 
略　図 

瑜 アーキモダン 木調スタイル用柱キャップ 

ー 2

1ー 

瑜-漓 φ4×16サラピアスネジ 4 4

※1　中間柱標準用と中間柱門扉取付用には、予備が4本入っています。 
※2　標準用・ロング柱ファンクション連結柱用には、予備が1本入っています。 

瑙 つづき 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

標準・ロング柱 中間柱 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

標準用 門扉取付用 ファンクション 
連結柱用 

名　　称 
員　数 

中間柱用 標準・ロング柱用 
略　図 

瑩 ナチュラル・スタンダードスタイル用柱キャップ 

ー 2

名　　称 
員　数 

中間柱用 標準・ロング柱用 
略　図 

瑩 つづき 

1ー 

瑩-漓 φ4×16サラピアスネジ 4 4
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ナチュラルスタイルファンクションミニ機能接続用受け柱 右 

ナチュラルスタイルファンクションミニ機能接続用受け柱 左 

ファンクションミニ柱連結部キャップ 

1 ー ー ー 

ー 1ー ー 

2 21 1

調整金具取付裏板 4 44 4

横型ポストプレート 

ジョイントブロックミニ 

1 11 1

ナットプレート 

アンカー棒 

10 1010 10

2 2

1111

2 2

4 44 4
10 1010 10
10 1010 10
4 44 4
8 88 8
6 66 6
2 22 2
2 22 2

瑪-漓 M4×16ナベ小ネジ 
瑪-滷 φ4×13ナベピアスネジ 
瑪-澆 φ4×13トラスピアスネジ 
瑪-潺 φ4×25トラスタッピンネジ3種　※ 
瑪-潸 φ4×25トラスタッピンネジ3種 
瑪-澁 M4×8トラス小ネジ 
瑪-澀 M5×10ナベセムスネジ 
瑪-潯 M5六角ナット 

※ナチュラルスタイル以外には、予備が2本入っています。 

瑣 ナチュラルスタイル用巾木 

名　　称 
員　数 

標準・ロング・中間柱用 
略　　図 

巾木 2

瑣-漓 φ4×16サラピアスネジ 4
瑪 ファンクションミニ連結柱セット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

ナチュラルスタイル専用 

ファンクションミニ柱連結部材　L=1500 ー ー 

1 1

1 1

ー ー 

ファンクションミニ柱連結部材　L=1295

ファンクションミニ機能取付部パネル　L=1500

ファンクションミニ機能取付部パネル　L=1295

1 1

ー ー 

ー ー 

ー ー ファンクションミニ機能接続用受け柱　右 1 ー 

ー ー ファンクションミニ機能接続用受け柱　左 ー 1

1 1

右 左 

ナチュラルスタイル以外 

右 左 
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■梱包明細表　つづき 

1 ー ファンクションスリム機能接続用受け柱　右 1 ー 

ー 1ファンクションスリム機能接続用受け柱　左 

ファンクションスリム柱連結側キャップ　右上 

ファンクションスリム柱連結側キャップ　左上 

ファンクションスリム柱連結側キャップ　右下 

ー 1

1 ー 1 ー 

ー 1ー 1

1 ー ー ー 

ファンクションスリム柱連結側キャップ　左下 ー 1ー ー 

調整金具取付裏板 4 44 4

10 1010 10
10 1010 10
4 44 4

瑶-漓 φ4×13ナベピアスネジ 
瑶-滷 φ4×13トラスピアスネジ 
瑶-澆 φ4×25トラスタッピンネジ3種　※ 

※ナチュラルスタイル以外には、予備が2本入っています。 

瑶 ファンクションスリム連結柱セット 

名　　　称 略　　図 

員　　数 

ナチュラルスタイル専用 

ファンクションスリム柱連結部材　L=1500 ー ー 

1 1

1 ー 

ー ー 

ファンクションスリム柱連結部材　L=1295

ファンクションスリム機能取付部パネル　右　L=1500

ファンクションスリム機能取付部パネル　右　L=1295

ファンクションスリム機能取付部パネル　左　L=1500

ファンクションスリム機能取付部パネル　左　L=1295

1 1

ー ー 

ー ー 

ー ー ー 1

ー 1ー ー 

1 ー 

右 左 

ナチュラルスタイル以外 

右 左 
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1

名　　称 略　図 員　数 

ポスト本体 

璧 横型ポストセット 

名　　称 
員　数 

サインBサインA
略　図 

瓊 スリム用サイン 

サインA本体 

サインB本体 

ー 1

1ー 

サイン取付金具 22

サイン用ネームシールシート 11

瓊-漓 φ4×12トラスタッピンネジ 
瓊-滷 φ4×12トラスタッピンネジ 

4 4
4 4

サインC本体 

ステンレスサイン本体 

ー 1

1ー 

名　　称 
員　数 

ステンレスサイン サインC
略　図 

瓏 ミニ用サイン 

サイン用ネームシールシート 11

瓏-漓 φ4×12トラスタッピンネジ 
瓏-滷 φ4×10トラスタッピンネジ 

4 ー 
ー 2

名　　称 
員　数 

ミニ スリム 
略　図 

瓔 井桁パネルセット 

スリム用井桁パネル本体 

ミニ用井桁パネル本体 

井桁パネル取付金具 

ー 1

1ー 

44

オプション 

4
4
4
4
2
2
2
4
2

瑾-漓 φ4×10トラスタッピンネジ3種 
瑾-滷 φ4×10トラスタッピンネジ3種 
瑾-澆 M5×10ナベセムスネジ 
瑾-潺 M5六角ナット 
瑾-潸 φ4×10トラスタッピンネジ3種 
瑾-澁 M5×10ナベセムスネジ 
瑾-澀 M5六角ナット 
瑾-潯 φ4×25トラスタッピンネジ3種 
瑾-潛 φ4×25トラス特殊タッピンネジ3種 

ー 璋-漓 φ4×16サラタッピンネジ3種 

ー 

員　数 

センターブロックミニ 
 

1センターブロックミニ 

ー 

4

1

ー 

1埋め込み型インターホン子機 

璋 センターブロックミニセット 

インターホン 
子機無 

インターホン 
子機付 

名　　称 略　図 

1

瑾 スリムセンターブロックセット 

ファンクションスリムセンターブロック 

1センターブロックキャップ 

1縦型ポスト底板 

名　　称 略　図 員　数 

2ポスト固定プレート 

1PJ-5型用止水パッキン 

1アンカー棒 

1

名　　称 略　図 員　数 

ポスト本体 

璞 縦型ポストセット 
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1

瓣 パンチングパネルセット 

パンチングパネル本体 

4井桁パネル取付金具 

4ナットプレート 

名　　称 略　図 員　数 

瓣-漓 M4×8トラス小ネジ 
瓣-滷 M4×8トラス小ネジ 

4
4

2

瓧 フェンス・パネル連結部品セット 

フェンス・パネル連結部品 右 

2フェンス・パネル連結部品 左 

名　　称 略　図 員　数 

瓧-漓 φ4×13トラスピアスネジ 
瓧-滷 φ4×25トラスピアスネジ 

8
8

瓧-澆 M5×10バインド小ネジ 4

オプション 

オプション 

■梱包明細表　つづき 

名　　称 
員　数 

ミニ スリム 
略　図 

瓔 つづき 

ナットプレート 4ー 

瓔-漓 M4×6トラス小ネジ 
瓔-滷 M4×8トラス小ネジ 
瓔-澆 φ4×25トラスタッピンネジ 
瓔-潺 M4×8トラス小ネジ 

8 ー 
ー 8
4 ー 
ー 4

名　　称 
員　数 

ミニ スリム 
略　図 

珱 プランターポットセット 

スリム用プランターポット本体 

ミニ用プランターポット本体 

機能門柱取付金具 

ー 1

1ー 

22

オプション取付金具 ー 2

ナットプレート 4ー 

珱-漓 M4×12トラス小ネジ 
珱-滷 M4×16ナベ小ネジ 
珱-澆 M4×10トラス小ネジ 
珱-潺 φ4×25トラスタッピンネジ 

4 ー 
ー 4
4 4
2 ー 

オプション 

名　　称 
員　数 

ミニ スリム 
略　図 

瓠 プランターハンガーセット 

スリム用プランターハンガー本体 

ミニ用プランターハンガー本体 

ー 1

1ー 

オプション取付金具 ー 2

ナットプレート 4ー 

瓠-漓 M4×6トラス小ネジ 
瓠-滷 φ4×25トラスタッピンネジ 
瓠-澆 M4×8トラス小ネジ 

4 ー 
2
ー 

ー 
4

オプション 

オプション取付金具 ー 4

オプション 

1

瓩 タイル下地セット 

タイル下地 

1クッション材 

名　　称 略　図 員　数 

瓩-漓 φ4×16サラピアスネジ 3

オプション 



1

瓮 ロールスクリーンW2000セット 

ロールスクリーン本体 

名　　称 略　図 員　数 

2ロールスクリーン取付金具 

4ボトム固定金具 

2ボトム固定ベルト 

取扱説明書 

瓮-漓 M8×16四角ボルト 4
瓮-滷 M8×18六角ボルト 2
瓮-澆 M8用袋ナット 6
瓮-潺 M8用平座金 8
瓮-潸 M8用バネ座金 
瓮-澁 M4×19ナベテクスネジ 

6
4
1ー 

1

瓲 フック棒セット 

フック棒 

1フック棒掛け 

名　　称 略　図 員　数 

瓲-漓 φ3×20ナベタッピンネジ1種 4
瓲-滷 φ3×20ナベタッピンネジ3種 2

瓱-漓 M5×12トラス小ネジPW+SW 20
瓱-滷 φ4×30トラスタッピンネジ（G=5） 20

5

瓰 パーゴラセット 

パーゴラ桟 

名　　称 略　図 員　数 

10

瓱 パーゴラ取付部品セット 

パーゴラ取付金具 

20裏板 

名　　称 略　図 員　数 

瓸-漓 M5×12トラス小ネジ 8

1

瓸 調整金具Hセット 

調整金具H　上 

1調整金具H　下 

2樹脂ワッシャー 

名　　称 略　図 員　数 

オプション オプション 

オプション 

オプション 
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INDEX

1 基本寸法と各部の名称 
1．各部の名称 
2． 基本寸法 

2 基本の施工方法 
1．基礎の施工と配線工事 
2．柱化粧材の取付け 
3．調整金具の取付け 
4．柱キャップの取付け 
5．サインの取付け 
6．照明の取付けおよび配線 
7．インターホン子機の取付けおよび配線 
8．井桁パネル・パンチングパネルの取付け 
 
 

9．プランターポットの取付け  
10．プランターハンガーの取付け 
11．ネームシールの貼り方 
12．両支持柱と梁の取付け 

20
20
23

29
29
31
52

54
53

55
57

60
58

61
62
63

13．両支持柱と中間柱の施工 
14．片支持柱と中間柱の施工 
15．ブラケットの取付け 
16．片支持柱と梁の取付け 
17．巾木の取付け 
18．桁の取付け 
19．端部アーチ・中間アーチの取付け 
20．中骨の取付け 
21．屋根パネルの取付け 
22．横樋の取付け 
23．竪樋の取付け 
24．桁キャップの取付け 
25．注意シールの貼付け 

64
65
66
67
68
69
71
72
72
74

オプション 

オプション 

オプション 

76
77
77

3 縦連棟の施工方法 
1．基礎の施工 
2．桁の連結 
3．連棟部分の組付け 

78
78
79
80

4 Ｍ合掌の施工方法 
1．梁連結材の取付け 
2．Ｍ合掌棟木の取付け 
3．Ｍ合掌キャップの取付け 
4．縦連棟Ｍ合掌の場合の施工 

81
81
82
82
83
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5 フェンス・パネルの取付け 

6 パーゴラの取付け 85

7 ロールスクリーンの取付け 87

8 タイル下地の取付け 90

1．フェンス・パネルの取付け 
84
84

1．タイル下地の取付け 90オプション 

1．パーゴラの取付けピッチ 
86

オプション 

オプション 

オプション 

1．ロールスクリーンW2000の取付け 87オプション 

85
2．パーゴラの取付け 
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化粧材 

中間柱 

サインC

柱 

門扉 

柱キャップ 

桁キャップ 

桁 

横樋 

梁 

受け柱 

横型ポスト 

ファンクションミニ 
センターブロック 

端部アーチ 

中間アーチ 
中骨 

フェンス 
パネル 
オプション ベンチ 

オプション 

屋根パネル 

（1）4本柱仕様 

図1-1　ファンクションミニ仕様 
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1. 各部の名称 

1　基本寸法と各部の名称 



サインB

縦型ポスト 

ファンクションスリム 
センターブロック 

井桁パネル 
オプション 

図1-2　ファンクションスリム仕様 
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化粧材 

柱 

竪樋 横樋 

桁キャップ 

端部アーチ 

中間アーチ 

桁 

中骨 

巾木 

屋根パネル 

梁 梁キャップ 

中間アーチカバー 

端部アーチカバー 

（2）2本柱仕様 1

基
本
寸
法
と 

各
部
の
名
称 
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2-1 正面図 ※（　）内寸法は18型、［　］内寸法はロング柱の場合です。 

（1）アルコーブ仕様 

（3）ゲート仕様 

図2-1　門扉 図2-2　門扉＋ファンクションミニ 

図2-3　門扉＋ファンクションスリム 

（2）フェンス仕様 

2. 基本寸法　※図はスタンダードスタイルの場合です。 



G.L. G.L.

G.L. G.L.
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2562
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150

1175 1175
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1927
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150
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50
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1292155
縦型ポスト取付時 
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965
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50
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11
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80

最
小
～
最
大
寸
法
 

2170

2145

83.6

150

14
50

（1）25型 

（3）13型 （4）ロールスクリーン　　　　 ＋ ベンチ 

（2）20型 

2-2 側面図 

オプション オプション 

1

基
本
寸
法
と 

各
部
の
名
称 

2. つづき 

－24－ 
E149_200403A



W

91
° 

132

22
31
（
26
31
） 

55
0

10
0 300 栗石 

基礎コンクリート 

G.L

83.6

1051 3000
5102

635
アーチ芯々寸法 

1051

A
H

G.L

600

100 100

600

5737

868.5

83.6

2000 2000 868.5

G.L

100 100

100 100 100 100 100 100

600

基礎コンクリート 

栗石 

635
アーチ芯々寸法 

サイズ 
18
21

W

2087
1787

A
2257（2657） 
2263（2663） 

H
2577（2977） 
2620（3020） 

2-3 奥行き51タイプ　※図はベーシックスタイル標準仕様を示します。（　）内はロング柱仕様を示します。 

2-4 奥行き57タイプ 

表2-1
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基
本
寸
法
と 

各
部
の
名
称 



10200
10513000209830001051
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100 100
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G.L

600

基礎コンクリート 

栗石 

基礎コンクリート 

栗石 

11470

20002000173320002000868.5 868.5

83.6

G.L

600

635
アーチ芯々寸法 

635
アーチ芯々寸法 

2-5 奥行き51縦連棟タイプ 

2-6 奥行き57縦連棟タイプ 

1

基
本
寸
法
と 

各
部
の
名
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2. つづき 
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2-7 奥行き51+13延長タイプ 

2-8 奥行き57+13延長タイプ 
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基礎コンクリート 

栗石 

W
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° 91° 

55
0

22
31
（
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） 

Ｈ
 

10
0 300

132

600
B

27 W

172

150

208
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梁端部～巾木 

G.L

A

図2-4　ナチュラルスタイルの場合 

9 W

172

150

G.L.

梁端部～柱キャップ 

図2-5　アーキモダンスタイル・ 
スタンダードスタイルの場合 

巾木 

柱化粧材 

柱キャップ 

梁 

柱化粧材 

柱キャップ 

梁 

2-9 Ｍ合掌　※図はベーシックスタイル標準仕様を示します。（　）内はロング柱仕様を示します。 

2-10 ナチュラルスタイル、アーキモダンスタイル、スタンダードスタイルの納まり 

サイズ 
18・18
21・21

W
3593
4193

A
2257（2657） 
2263（2663） 

H
2577（2977） 
2620（3020） 

B
3439
4039

● 隣地境界際に施工する場合、梁端部から飛び出す寸法を考慮してください。 

ポイント 

表2-2

1

基
本
寸
法
と 

各
部
の
名
称 
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2. つづき 
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300

1
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1
0
0

10
0

10
0

1-1 基礎の施工　※（　）内寸法は18型の場合です。 

仕　様 
基礎A

表1-1

基礎B
基礎C
基礎D
基礎E
基礎F

標準柱・ロング柱 
標準柱・ロング柱+ファンクションミニ 
標準柱・ロング柱+ファンクションスリム 
中間柱 
中間柱+ファンクションミニ 
中間柱+ファンクションスリム 

図1-1　基礎A

図1-4　基礎D 図1-5　基礎E 図1-6　基礎F

図1-2　基礎B 図1-3　基礎C

（1）4本柱仕様 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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1. 基礎の施工と配線工事 

2　基本の施工方法 

2
基
本
の
施
工
方
法 



 

栗石 

10
0

約
2500

インターホン子機用PF管 

30
0以
上
 

照明用PF管 

アースへ 

「EEスイッチ」又は屋内 
「入切スイッチ」 

家側ジョイントボックス 

門柱施工位置へ 

インターホン 
親機へ 

1-2 配線工事 

1照明およびインターホン子機用の配管、配線をしてください。 

柱の埋込み位置を出して、基礎穴を掘ってください。 1

● 柱の移動は±100mm以内です。 

補足  

 

ネオフォルムアプローチ本体外線 ネオフォルムアプローチ本体外線 

図1-1　51サイズ 

表1-2

図1-2　57サイズ 

サイズ呼称 
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60
0

30
0

W W
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1051 10513000

5737

868.5 868.52000 2000

60
0600600

W
1787
2087

（2）2本柱仕様 

30
0
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位置出し用Lアングル 

柱 

L1

図2-5

瑕-潺 φ4×13ナベピアスネジ 

G.L. G.L. G.L. G.L.

45
055
0

18
50

60
0

17
00

20
0

15
50

35
0

30
0

14
00

2-2 標準化粧材の取付け 

2-1 化粧材取付け位置の確認 

図2-5を参照して、柱に位置出し用Lアングルを瑕-潺で固定してください。 1

図を参照して、化粧材取付位置を確認してください。 1

図2-1　ナチュラルスタイル以外 図2-2　ナチュラルスタイル 図2-3　ナチュラルスタイル以外 図2-4　ナチュラルスタイル 

（1）標準柱・ロング柱 （2）中間柱 

標準ロング柱 

表2-1　化粧材取付寸法 
L1

ナチュラルスタイル以外 ナチュラルスタイル 
450 600
200 350中間柱 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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2. 柱化粧材の取付け　※スタンダードスタイルの場合です。その他のスタイルも同様の作業です。 



前面部化粧材 

位置出し用Lアングル 

前面部化粧材 

柱 

柱 

化粧パネル受け 

化粧パネル受け 

前面部化粧材 

柱 
センター線 

瑕-漓φ4×13サラピアスネジ 

瑕-滷φ4×13ナベピアスネジ 

位置出し用Lアングルの上に前面部化
粧材を乗せて、瑕-漓で固定してくだ
さい。 

2

化粧パネル受けと柱のセンター線を
あわせて、瑕 -滷で固定してくださ
い。 

3

● 前面部化粧材の固定にはサラ加工
が施してある孔を使用してくださ
い。 

ポイント 

－32－ 
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2
基
本
の
施
工
方
法 

2. つづき 

図2-6



化粧パネル受け 

側面部化粧材 

隙間埋め材 

前面部化粧材 

側面部化粧材 

瑕-澆φ4×8 
トラスタッピンネジ3種（※1） 

瑕-澁φ4×25トラスピアスネジ 

側面部化粧材を化粧パネル受けに叩
き込むようにはめ込み、瑕-澆で固定
してください。 

4

スタンダードスタイルおよびナチュ
ラルスタイルの場合は、前面部化粧
材と側面部化粧材の間に隙間埋め材
を瑕-澁で固定してください。 

5

● アーキモダンスタイルの場合は、
瑟-澆を使用して取付けてくださ
い。（※1） 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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門扉固定用化粧材 

前面部化粧材 

前面部化粧材 

共同化粧材 

フィン 

共用化粧材 

門扉固定用部材 

柱 

図2-10道路
側 

家　
側 

柱 

アンカー用孔 

L1

図2-8

図2-7

図2-9

表2-2

フィン 

門扉取付側 

瑕-潸φ4×13トラスピアスネジ 

位置出し用Lアングル 

瑕-漓φ4×13サラピアスネジ 

位置出し用Lアングル 

瑕-潺 φ4×13ナベピアスネジ 

瑕-漓φ4×13サラピアスネジ 

瑕-漓φ4×13サラピアスネジ 

図2-8を参照して、柱に位置出し用Lアングルを瑕-潺で固定してください。 
位置出し用Lアングルの上に前面部化粧材を乗せて、瑕-漓で固定してください。（図2-7参照） 
門扉を取付ける方向に門扉固定用部材を瑕-漓、瑕-潸で固定してください。（図2-9参照） 
図2-10のように、門扉固定用部材のフィンの部分に共用化粧材のフィンを差し込んだ後、瑕-漓で固定
してください。 

1

2

3

4

2-3 門扉取付用化粧材の取付け 

● 瑕-漓で固定する際は、サラ加工が施してある孔を使用してください。（図2-9参照） 

ポイント 

標準ロング柱 

L1
ナチュラルスタイル以外 ナチュラルスタイル 

450 600
200 350中間柱 

基
本
の
施
工
方
法 
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2

2. つづき 



門扉固定用部材 

前面部化粧材 

門扉固定用部材 門扉固定用部材 

前面部化粧材 前面部化粧材 

化粧パネル受け 

化粧パネル受け 

前面部化粧材 

柱 

柱 
センター線 

側面部化粧材 

隙間埋め材 

柱 
柱 

瑕-滷φ4×13ナベピアスネジ 

瑕-澆φ4×8 
トラスタッピンネジ3種（※1） 

瑕-澁φ4×25トラスピアスネジ 

スタンダードスタイルおよびナチュラルスタイルの場合は、前面部化粧材と側面部化粧材の間に隙間
埋め材を瑕-澁で固定してください。（図2-14参照） 

7

化粧パネル受けと柱のセンター線をあわせて、瑕-滷で固定してください。（図2-11参照） 
側面部化粧材を化粧パネル受けに叩き込むようにはめ込み、瑕-澆で固定してください。（図2-13参照） 

5

6

● アーキモダンスタイルの場合は、瑟-澆を使用して取付けてください。（※1） 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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図2-12

図2-11

図2-13 図2-14



前面部化粧材 

柱 

柱 

アンカー用孔 

化粧パネル受け 

柱 

位置出し用Lアングル 

L1

図2-15

表2-3

瑕-潺 φ4×13ナベピアスネジ 

瑕-漓φ4×13サラピアスネジ 

瑕-滷φ4×13ナベピアスネジ 

標準ロング柱 

L1
ナチュラルスタイル以外 ナチュラルスタイル 

450 600
200 350中間柱 

図2-15を参照して、柱に位置出し用L
アングルを瑕-潺で固定してくださ
い。 

1

化粧パネル受けと柱のセンター線を
あわせて、瑕-滷で固定してくださ
い。 

3

位置出し用Lアングルの上に前面部化
粧材を乗せて、瑕-漓で固定してくだ
さい。 

2

2-4 ファンクションミニ連結用化粧材の取付け 

● 前面部化粧材の固定にはサラ加工
が施してある孔を使用してくださ
い。 

ポイント 

基
本
の
施
工
方
法 
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2. つづき 

2

ファンクション取付側 



前面部化粧材 

側面部化粧材 

柱 

前面部化粧材 

柱 

隙間埋め材 

瑕-澆φ4×8 
トラスタッピンネジ3種（※1） 

瑕-澁φ4×25トラスピアスネジ 

側面部化粧材を化粧パネル受けに
叩き込むようにはめ込み、瑕-澆で
固定してください。 

4

スタンダードスタイルおよびナ
チュラルスタイルの場合は、前面
部化粧材と側面部化粧材の間に隙
間埋め材を瑕-澁で固定してくださ
い。 

5

● アーキモダンスタイルの場合は、
瑟-澆を使用して取付けてくださ
い。（※1） 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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ファンクション取付側 

ファンクション取付側 



45
0（
20
0）
 

55
0（
30
0）
 

55

55
0（
30
0）
 

65
5（
40
5）
 

50

ファンクションミニ 
柱連結部材 

ファンクションミニ 
柱連結部材 

ファンクションミニ柱連結部材 
 

ファンクションミニ柱連結部材 
 ファンクションミニ機能取付部パネル 

 

G.L.

G.L.

図2-16　アーキモダン・スタンダードスタイルの場合 

図2-17　ナチュラルスタイルの場合 

柱 

柱 

瑪-滷φ4×13ナベピアスネジ 

瑪-澆φ4×13トラスピアスネジ 

柱のファンクションを取付ける側に、ファンクションミニ柱連結部材をに瑪-滷で固定してください。 6

ファンクションミニ機能取付部パネルを、ファンクションミニ柱連結部材の高さに合わせて瑪-澆で固
定してください。 

7

● ファンクションミニ柱連結部材の取付位置は、スタイルによって異なります。図2-16，図2-17の寸
法を参照して柱連結部材を固定してください。 

ポイント 

2-5 ファンクションミニ機能連結柱用化粧材の取付け 

※図はファンクションミニ左仕様です。 
　右仕様の場合は、左右反転した位置に 
　取付けてください。 
※（　）内寸法は中間柱の場合です。 

基
本
の
施
工
方
法 
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2. つづき 

2

ファンクション取付側 



ファンクションミニ機能取付部パネル 

ジョイントブロックミニ 

スライド溝 

ナットプレート 

45
60

91
60

ファンクションミニ機能取付部パネル 

ジョイントブロックミニ 

図2-18

瑪-漓M4×16ナベ小ネジ 

ジョイントブロックミニにナットプ
レートを瑪-漓で仮止めして、ファン
クションミニ機能取付パネルのスラ
イド溝に差し込み、図2-18の位置に
固定してください。 

8

2
基
本
の
施
工
方
法 
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道路
側 

家　
側 

道路側 家　側 



ファンクションミニ機能取付部パネル 
ナットプレート 

ナットプレート 

横型ポストプレート 

横型ポスト 

ファンクションミニ機能接続用受け柱 左 

ポストプレート位置決めシール 

11
6.
6

90

瑪-澁M4×8トラス小ネジ 

瑪-澁M4×8トラス小ネジ 

瑪-澀M5×10ナベセムスネジ 

瑪-潯M5六角ナット 

この
 位 置
 に 

ポス
 トプ
 レ ー
 ト を
 

取 付
 けて
 下 さ
 い 。
  

赤色ライン 

※1

道 
路 
側 

家 

側 

ナットプレートを横型ポストと横型ポストプレートに瑪-澁で仮止めしてください。 
横型ポストを横型ポストプレートに瑪-澀、瑪-潯で固定してください。 

ナットプレートをファンクションミニ機能接続用受け柱 左およびファンクションミニ機能取付部パネ
ルの溝にすべり込ませてください。 

9

!

"

ファンクションミニ機能接続用受け柱 左とファンクションミニ機能取付部パネルの高さを合わせた
後、ファンクションミニ機能接続用受け柱 左の内側についている「ポストプレート位置決めシール」と
横型ポストプレートを合わせて瑪-澁を締め固定してください。（※1） 

#

● 横型ポストの取付孔は、ポスト後の端部から116.6mm、ピッチ90mmの取付孔を使用してください。 

● ナットプレートは、下側からすべり込ませてください。 

● 横型ポストプレートの位置がずれていると、横型ポストを取付けることができなくなるおそれがあ
ります。横型ポストプレートは、平らに取付けてください。 

ポイント 

ポイント 
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ジョイントブロックミニ 

ファンクションミニ受け柱キャップ 

ファンクションミニ機能接続用受け柱 左 

ファンクションミニ機能取付部パネル 

瑪-潸φ4×25トラスタッピンネジ3種 
受け柱キャップ固定ネジ 
（φ4×25トラスタッピンネジ3種） 

受け柱キャップ固定ネジ 
（φ4×25トラスタッピンネジ3種） 

配線引出用針金 

センターブロック 

センターブロックキャップミニ 

リブ部 

センターブロックキャップミニ 

ファンクションミニ機能接続用受け柱 左にあらかじめ取付いているファンクションミニ受け柱キャッ
プの「受け柱キャップ固定ネジ」をはずして取外してください。 
センターブロックキャップミニのリブ部をファンクションミニ機能接続用受け柱 左，ファンクション
ミニ機能取付部パネルの内前側の溝に差し込んでください。 

センターブロックキャップミニをジョイントブロックミニに、瑪-潸で固定してください。 

$

%

&

● 

● 

センターブロックを取付ける際、ファンクションミニ機能接続用受け柱 左の配線用孔から出ている
配線引出用針金をセンターブロックの中に通してください。 
センターブロックを取付ける際、下側になるセンターブロックから取付けてください。順番が異な
ると取付けることができなくなります。 

● ジョイントブロックミニは取りはずさないでください。センターブロックを取付けることができな
くなります。万一取りはずした場合は、必ず元の位置に取付けてください。 

ポイント 

ポイント 
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ファンクションミニ機能取付部パネル 

ファンクションミニ 
柱連結部キャップ 

ファンクションミニ柱連結部キャップ 

ファンクションミニ 
受け柱キャップ 

ファンクションミニ 
機能接続用受け柱 左 

受け柱キャップ固定ネジ 
（φ4×25トラスタッピンネジ3種） 

ファンクションミニ 
機能取付部パネル 

瑪-潺φ4×25 
トラスタッピンネジ3種 

配線引出用針金 

瑪-潺φ4×25 
トラスタッピンネジ3種 

図2-19　ナチュラルスタイル以外の場合 図2-20　ナチュラルスタイルの場合 

受け柱 

柱 

G.L.
G.L.

ファンクションミニ機能接続用受け
柱 左にファンクションミニ受け柱
キャップを「受け柱キャップ固定ネ
ジ」で取付けてください。 
 
ファンクションミニ柱連結部キャッ
プをファンクションミニ機能取付部
パネルに瑪-潺で固定してください。 

(

)

ナチュラルスタイルの場合、ファン
クションミニ機能取付部パネル下側
にもファンクションミニ柱連結部
キャップを瑪 -潺で取付けてくださ
い。 

~

基
本
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標準ロング柱 

前面部化粧材 

化粧パネル受け 

標準ロング柱 

化粧パネル受け 

側面部化粧材 

34
5

34
5

化粧パネル受け 

前面部化粧材 

柱 
センター線 

瑕-滷φ4×13ナベピアスネジ 

瑕-澆φ4×8 
トラスタッピンネジ3種（※1） 

化粧パネル受けを前面部化粧材の高
さと合うように上から差し込んで、
化粧パネルのセンターを柱のセン
ター線と合わせた位置に瑕-滷で固定
してください。 

+

側面部化粧材を化粧パネル受けに上
部からスライドさせた後、瑕-澆で固
定してください。 

,

● 以下の説明は、中間柱には必要の
ない作業です。標準・ロング柱の
場合は、以下の手順にしたがって
取付けてください。 

ポイント 

● 

 

 

● 

アーキモダンスタイルの場合は、
瑟-澆を使用して取付けてくださ
い。（※1） 
固定するのは上側1ヶ所のみです。 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 

－43－ 
E149_200403A

図2-21



標準ロング柱 

前面部化粧材 

隙間埋め材 

側面部化粧材 

34
5

瑕-澁φ4×25トラスピアスネジ 

スタンダードスタイルおよびナチュ
ラルスタイルの場合は、隙間埋め材
を前面部化粧材と側面部化粧材の間
に他化粧材と高さを合わせてに瑕-澁
で固定してください。 

-

メモ 

基
本
の
施
工
方
法 

－44－ 
E149_200403A

2. つづき 

2



瑕-潺 φ4×13ナベピアスネジ 

前面部化粧材 

柱 

柱 

アンカー用孔 

化粧パネル受け 

柱 

位置出し用Lアングル 

L1

図2-22

表2-4

瑕-漓φ4×13サラピアスネジ 

瑕-滷φ4×13ナベピアスネジ 

標準ロング柱 

L1
ナチュラルスタイル以外 ナチュラルスタイル 

450 600
200 350中間柱 

図2-22を参照して、柱に位置出し用L
アングルを瑕 -潺で固定してくださ
い。 

1

化粧パネル受けと柱のセンター線を
あわせて、瑕 -滷で固定してくださ
い。 

3

2

2-6 ファンクションスリム連結用化粧材の取付け 

位置出し用Lアングルの上に前面部化
粧材を乗せて、瑕-漓で固定してくだ
さい。 

● 前面部化粧材の固定にはサラ加工
が施してある孔を使用してくださ
い。 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 

－45－ 
E149_200403A

ファンクション取付側 



前面部化粧材 

側面部化粧材 

隙間埋め材 

柱 

前面部化粧材 

柱 

瑕-澆φ4×8 
トラスタッピンネジ3種（※1） 

瑕-澁φ4×25トラスピアスネジ 

側面部化粧材 

側面部化粧材を化粧パネル受けに叩
き込むようにはめ込み、瑕-澆で固
定してください。 

4

スタンダードスタイルおよびナチュ
ラルスタイルの場合は、前面部化粧
材と側面部化粧材の間に隙間埋め材
を瑕-澁で固定してください。 

5

● アーキモダンスタイルの場合は、
瑟-澆を使用して取付けてくださ
い。（※1） 

ポイント 

基
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ファンクションスリム柱連結部材 
 

ファンクションスリム機能取付部パネル 
 

柱 

柱 

瑶-漓φ4×13ナベピアスネジ 

瑶-滷φ4×13トラスピアスネジ 

45
0（
20
0）
 

55
0（
30
0）
 

55

55
0（
30
0）
 

65
5（
40
5）
 

50

ファンクションスリム 
柱連結部材 

ファンクションスリム 
柱連結部材 

G.L.

G.L.

図2-23　アーキモダン・スタンダードスタイルの場合 

図2-24　ナチュラルスタイルの場合 

柱のファンクションを取付ける側に、ファンクションスリム柱連結部材を瑶-漓で固定してください。 6

ファンクションスリム機能取付部パネルを、ファンクションスリム柱連結部材の高さに合わせて瑶-滷
で固定してください。 

7

● ファンクションスリム柱連結部材の取付位置は、スタイルによって異なります。図2-23，図2-24の
寸法を参照して柱連結部材を固定してください。 

ポイント 

2-7 ファンクションスリム機能連結柱用化粧材の取付け 

※図はファンクションスリム左仕様です。 
　右仕様の場合は、左右反転した位置に 
　取付けてください。 
※（　）内寸法は中間柱の場合です。 

2
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柱 

ファンクションスリム 
センターブロック 

縦型ポスト底板 

縦型ポスト底板取付用孔 

ジョイントブロックスリム 

ファンクションスリム 
センターブロック 

柱 

瑾-漓 φ4×10トラスタッピンネジ3種 

ファンクションスリム 
センターブロック 

ジョイントブロックスリム センターブロック底板 

柱 

瑾-潯φ4×25トラスタッピンネジ3種 
ファンクションスリムセンターブ
ロックのジョイントブロックスリム
を、柱の溝に差し込んでください。 
ファンクションスリムセンターブ
ロックを、瑾 -潯で固定してくださ
い。 

8

9

● ファンクションスリムセンターブ
ロックの取付けは、梱包用の箱等
を使用して柱を横にした状態で行
なってください。その際、柱にキ
ズがつかないように注意してくだ
さい。 

● ファンクションスリムセンターブ
ロックを固定する際、ジョイント
ブロックスリム上面と柱上面が、
水平になるように固定してくださ
い。 

ファンクションスリム機能取付部パ
ネルにあいている縦型ポスト底板取
付用孔に、縦型ポスト底板を瑾-漓で
仮止めしてください。 

!

● 縦型ポスト底板の取付けは、梱包
用の箱等を使用して柱を横にした
状態で行なってください。その
際、柱にキズがつかないように注
意してください。 

● 縦型ポスト底板は仮止めの状態に
してください。縦型ポストを取付
ける際に調整が必要になります。 

補足  

補 足  

ポイント 

ポイント 
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ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

受け柱キャップ固定ネジ 
 （φ4×25トラスタッピンネジ3種） 

ファンクションスリム 
受け柱キャップ 左 

ジョイントブロックスリム 

柱 

縦型ポスト底板 

ファンクションスリム 
センターブロック 

瑾-漓φ4×10 
トラスタッピンネジ3種 

瑾-潯φ4×25 
トラスタッピンネジ3種 

ファンクションスリム 
センターブロック 

柱 

柱 

縦型ポスト底板 

「受け柱キャップ固定ネジ」をはずし
て、受け柱 左に付いているファンク
ションスリム受け柱キャップ 左を取
りはずしてください。 
縦型ポスト底板を、ファンクション
スリム機能接続用受け柱 左の溝に合
わせてそのまま引き上げ、ジョイン
トブロックスリムをファンクション
スリム機能接続用受け柱 左の溝に差
し込んでください。 

#

$

● 受け柱 左または受け柱 右の取付け
は、梱包用の箱等を使用して柱を
横にした状態で行なってくださ
い。その際、柱にキズがつかない
ように注意してください。 

ポイント 

● 

 

 

 

 

● 

ファンクションスリム機能接続用
受け柱 左を移動する場合は、縦型
ポスト底板をおさえながら行なっ
てください。縦型ポスト底板が破
損するおそれがあります。 
ファンクションスリム機能接続用
受け柱 左の配線用孔から出ている
配線引出用針金をファンクション
スリムセンターブロックの中へ通
してください。 

ポイント 

ファンクションスリム機能接続用受
け柱 左をジョイントブロックスリム
に瑾-潯で固定してください。 
ファンクションスリム機能接続用受
け柱 左にあいている縦型ポスト底板
取付等孔に、縦型ポスト底板を瑾-漓
で固定してください。 

%

&

● 

 

 

 

 

● 

ファンクションスリム機能接続用
受け柱 左、ジョイントブロックス
リム、ファンクションスリム機能
取付部パネルが水平になっている
か確認してください。 
縦型ポスト底板を固定するとき
は、全長150mm以下の短形ドライ
バーを使用してくだい。 

ポイント 
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ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

柱 

ファンクションスリム 
センターブロック ファンクションスリム受け柱キャップ 左 

センターブロックキャップ 

ファンクションスリム 
柱連結側キャップ 左上 

ジョイントブロックスリム 

受け柱キャップ固定ネジ 
（φ4×25トラスタッピンネジ3種） 

瑾-滷 φ4×10トラスタッピンネジ3種 

瑶-澆 φ4×25トラスタッピンネジ3種 

ファンクションスリム 
柱連結部キャップ 左下 

ファンクションスリム 
機能取付部パネル 

瑶-澆φ4×25 
トラスタッピンネジ3種 

※1

センターブロックキャップをジョイントブロックスリムに瑾-滷で固定してください。 (

ファンクションスリム受け柱キャップ 左を「受け柱キャップ固定ネジ」で固定してください。 
ファンクションスリム柱連結側キャップ 左上を瑶-澆で固定してください。 

)

~

ナチュラルスタイルの場合は、ファンクションスリム機能取付部パネル下側にもファンクションスリ
ム柱連結側キャップ 左下を瑶-澆で取付けてください。 

+

● センターブロックのキャップの向きに注意してください。逆向きの場合、取付けられません。 

● インターホン子機の取付けは、「 2.基本の施工方法　7.インターホン子機の取付けおよび配線」を参照してくだ
さい。 

ポイント 

● ナチュラルスタイルの場合、ファンクションスリム柱連結側キャップ上には切り欠きがあります。
（※1） 

ポイント 

補 足  
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半パンチ 
孔あけ位置 

瑾-澀 M5六角ナット 

瑾-潸φ4×10 
トラスタッピンネジ3種 

瑾-澁M5×10ナベセムスネジ 
縦型ポスト 

ポスト固定プレート 

瑾-潺 M5六角ナット 

瑾-澆M5×10 
ナベセムスネジ 

縦型ポスト 

ポスト固定プレート 

縦型ポスト底板 

GLシール 

ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

柱 

ポール内CD管 

アンカー棒 

図2-25

上 

側  

下 

側  

● ポスト固定プレートを固定する場
合は、縦型ポストの後側を軽く持
ち上げて、縦型ポストが水平にな
るように固定してください。 

ポイント 

縦型ポストの図2-25に示した半パン
チ孔あけ位置の左右両側面、計2ヶ所
を、プラスドライバーとハンマーを
用いて叩いて、孔をあけてくださ
い。 
 
縦型ポストを縦型ポスト底板の上に
置いてください。 
 
縦型ポストの取出口蓋を開けて、縦
型ポストの内側から瑾-澆を取付孔に
通してください。 
 
縦型ポストを縦型ポスト底板の下側
から瑾-潺で固定してください。 
 
縦型ポスト底板を持ち上げて、縦型
ポスト底板を固定してください。 

ポスト固定プレートを、ファンク
ションスリム機能取付部パネルと
ファンクションスリム受け柱 左にあ
いているポスト固定プレート取付孔
と,であけた孔を用いて、瑾-潸、
瑾-澁、瑾-澀で固定してください。 

,

-

.

/

:
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左開き 右開き 

図3-1　右勝手 

図3-2　左勝手 

持ち送り 

調整ボルト 

ボディー 

固定プレート 

固定ボルト 

取出口芯線 

ストッパー 

軸受け 

把手 
把手 

取出口蓋 

取出口蓋 

3-1 調整金具の勝手の変更方法 

2-8 縦型ポスト取出口蓋の開き勝手の変更 

固定ボルトを外してください。 
 
調整ボルトをゆるめて持ち送りと固
定プレートを外してください。 
 
ボディーの向きを変え、持ち送りに
固定プレートを乗せてボディーに挿
入してください。 
 
調整ボルトを締めてください。 
 
固定ボルトを締めて、持ち送りを固
定してください。 

1

2

3

4

5

取出口芯線を上げて蓋をはずしてく
ださい。 
 
 
取出口蓋を上下反対に回転させてく
ださい。 
 
 
右側の軸受け部の孔に取出口芯線を
挿入してください。 
 

1

2

3

基
本
の
施
工
方
法 

－52－ 
E149_200403A

2

3. 調整金具の取付け 

2. つづき 



柱キャップ 

中間柱キャップ 

瑁-漓 φ4×16サラピアスネジ 

瑁-漓 φ4×16サラピアスネジ 

柱 

中間柱 

正面側 

 

ワッシャー 

調整金具H 上 

調整金具H 下 
 

調整金具裏板 

受け柱キャップ固定ネジ 
（φ4×25トラスタッピンネジ3種） 

瓸-漓Ｍ5×12トラス小ネジ 

ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 右 

ファンクションスリム 
受け柱キャップ 

4-1 標準ロング柱の場合 

4-2 中間柱の場合 

柱キャップを瑁-漓で柱に取付けてく
ださい。 

1

中間柱キャップを瑁-漓で中間柱に取
付けてください。 

1

3-2 調整金具の取付け 
※図はファンクションスリム右仕様です。左仕様の場合は、左右反転した位置に取付け 
　てください。門扉取付用化粧材，ファンクションミニの場合も同様の作業です。 

ファンクションスリム機能接続用受
け柱 右またはファンクションミニ機
能接続用受け柱 右に取付ける場合
は、「受け柱キャップ固定ネジ」で
ファンクションスリム受け柱キャッ
プを固定してください。 

4

ファンクションスリム機能接続用受
け柱 右またはファンクションミニ機
能接続用受け柱 右に取付ける場合
は、「受け柱キャップ固定ネジ」を外
して、吊元柱に付いているファンク
ションスリム受け柱キャップをはず
してください。 
調整金具と裏板を瓸-漓で仮止めして
ください。 
裏板を吊元柱の溝に、調整金具H 
下、調整金具H 上の順に差し込んで
固定してください。 

1

2

3

● 調整金具の取付位置は、「 1.基本寸
法と各部の名称　2.基本寸法」を参
照してください。 

補足  

2
基
本
の
施
工
方
法 
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4. 柱キャップの取付け ※スタンダードスタイルの場合です。その他のスタイルも同様の作業です。 



図5-1　サインCの場合 

図5-2　ステンレスサインの場合 

187

159

65

φ3.6（※1） 

φ3.6（※1） 

瓏-漓φ4×12トラスタッピンネジ 

瓏-滷φ4×10トラスタッピンネジ 

センターブロックミニ 

センターブロックミニ 

図5-4　サインBの場合 

図5-3　サインAの場合 

145
φ3.6（※1） 

瓊-滷φ4×12トラスタッピンネジ 

瓊-漓φ4×12トラスタッピンネジ 

ファンクションスリム 
センターブロック 

145

24

φ3.6（※1） 

瓊-滷φ4×12トラスタッピンネジ 

ファンクションスリム 
センターブロック 

サイン取付金具 

24

瓊-漓φ4×12トラスタッピンネジ 

サイン取付金具 

センターブロックのサインの取付孔
位置に、サインCは4ヶ所、ステンレ
スサインは2ヶ所けがいてください。 
（※1） 
けがいた位置にφ3.6の下孔をあけて
ください。 
サインCを瓏-漓、ステンレスサイン
を瓏-滷で固定してください。 

1

2

3

● ネームシールの貼り方は、「 2.基本
の施工方法　11.ネームシールの貼
り方」を参照してください。 

● 取付ける照明,インターホン子機等
で取付け位置が変わる場合があり
ます。サインを取付ける前に必ず
他の機器との取合いを確認してく
ださい。 

5-1 ファンクションミニの場合 

5-2 ファンクションスリムの場合 

ポイント 

ポイント 

センターブロックのサインの取付孔
位置に、4ヶ所けがいてください。 
（※1） 
けがいた位置にφ3.6の下孔をあけて
ください。 
サイン取付金具を瓊-漓で固定してく
ださい。 
サインA，サインBをサイン取付金具
に、瓊-滷で固定してください。 

1

2

3

4

● ネームシールの貼り方は、「 2.基本
の施工方法　11.ネームシールの貼
り方」を参照してください。 

● 取付ける照明，インターホン子機
等で取付け位置が変わる場合があ
ります。サインを取付ける前に必
ず他の機器との取合いを確認して
ください。 

ポイント 

ポイント 

基
本
の
施
工
方
法 
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2

5. サインの取付け 



ファンクションスリム 
センターブロックキャップ 

φ3.6

φ10

66.783.5

PH-3型照明 

照明用配線 

φ10

22
22

46 83
.5

72

φ3.6

φ3.6 φ6

φ6

83.5

6-1 門灯タイプ照明 HK-2,10,12型およびDHK-2,12型の取付け 

6-2 ブラケットタイプ照明 PH-3型の取付け 

配線用および取付孔用の下孔位置に
くぼみがあります。 
取付ける照明の取付孔位置を確認し
て、ファンクションスリムセンター
ブロックキャップの内側に、配線用
のφ10の孔およびφ3.6の取付孔をあ
けてください。 

1

各照明の取付けおよび配線は、各照
明に付属の説明書にしたがって行な
ってください。 

2

● ファンクションスリムセンターブ
ロックキャップ内側中心の下孔
は、φ10の配線用下孔を使用して
ください。 

● DC12V用照明を取付ける場合、専
用トランスが必要です。 
AC100Vは絶対に接続しないでくだ
さい。 

補足  

PH-3型照明を取付ける位置に、φ10
の配線用孔をあけてください。 

1

PH-3型照明の取付けおよび配線は、
PH-3型照明の取付説明書にしたがっ
て行なってください。 

2

ポイント 

6-3 埋込門灯タイプ照明 UH-1型の取付け 

UH-1型照明を取付ける場合、取付面
に図7-1の寸法を加工してください。 
UH-1型照明の取付けおよび配線は、
UH-1型照明の取付説明書にしたがっ
て行なってください。 

1

2

図6-1

2
基
本
の
施
工
方
法 
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6. 照明の取付けおよび配線 ※配線作業は、電気工事店の有資格者に依頼してください。 
　インターホン子機専用配線と照明用配線は、間違えないようにしてください。 

※照明によっては取付かないものがあります。照明を取付ける前に必ず取付寸法等を確認してください。 



 

φ10

照明用配線 

ブラケット 

瑾-潛φ4×25トラス 
特殊タッピンネジ3種 

カバー 

ツマミネジ 

ツマミネジ 

パネル 

本体取付ネジ 

本体 

照明用配線 

φ10
両柱用センターブロック 

取付金具 

φ3.6

PJ-5型用止水パッキン 

6-4 ブラケット PJ-5型の取付け 

ブラケット PJ-5型照明を取付ける位
置に、φ10の配線用の孔をあけてく
ださい。 
 
ブラケット PJ-5型照明の取付けおよ
び配線は、PJ-5型照明の取付説明書に
したがって行なってください。 

1

2

ブラケット PJ-5型照明を取付ける位
置に、φ10の配線用の孔をあけてく
ださい。 
 
取付金具を取付位置にあわせて、取
付位置をけがいてください。 
 
けがいた位置にφ3.6の下孔を2ヶ所
あけてください。 
 
取付金具にあらかじめ取付いている
止水パッキンをはずしてください。 
  
PJ-5型用止水パッキンを、両柱用セ
ンターブロックと取付金具の間に入
れて、取付金具を両柱用センターブ
ロックに同梱されている瑾-潛で固定
してください。 

1

2

3

4

5

ブラケット PJ-5型照明の取付けおよ
び配線は、PJ-5型照明の取付説明書に
したがって行なってください。 

6

● 

 

● 

PJ-5型用止水パッキンは必ず取付
けてください。 
ブラケット PJ-5型に同梱されてい
る「木ネジ」はファンクションスリ
ムでは使用しません。 

補足  

基
本
の
施
工
方
法 

2
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6. つづき 

（1）ブラケット PJ-5型のファンクションミニへの取付け 

（2）ブラケット PJ-5型のファンクションスリムへの取付け 



 

図7-1

1　2　3 4　5　6

カバー 

インターホン子機 

璋-漓φ4×16サラタッピンネジ3種 

インターホン子機裏面 

インターホン子機用配線 

センターブロックミニ 

カバー 

露出型インターホン子機 

インターホン子機用配線 
φ10

付属ネジ 

ファンクションスリムセンターブロック 
センターブロックミニ 

室内操作盤 

無極性 
3.配線 

AC100V

φ3.6

インターホン取付ネジ 
（φ4×12トラス） 

図7-2　インターホン子機 
取付位置シール 

施行が終了したら、この 

シールは、はがして下さい。 

インターホン子機 

取付位置センター 

 

図7-1を参照してインターホン子機用
配線を、インターホン子機の裏面の
端子台に接続してください。 
インターホン子機のカバーをはずし
てください。 

1

2

インターホン子機を璋 -漓で取付け
て、最後にカバーを取付けてくださ
い。 

3

● インターホン子機用配線と照明用
配線は間違えないようにしてくだ
さい。 

インターホン子機取付位置シールセ
ンターに、φ10の配線用の孔をあけ
てください。 
カバーをインターホン子機取付位置
に合わせて、取付孔位置をけがいて
ください。 
けがいた位置にφ3.6の下孔を2ヶ所
あけてください。 
カバーを「インターホン取付ネジ」で
固定してください。 
露出型インターホン子機の取付けお
よび配線は、インターホン子機に付
属の取付説明書にしたがって行なっ
てください。 

1

2

3

4

5

● インターホン子機用配線と照明用
配線は間違えないようにしてくだ
さい。 

※配線作業は、電気工事店の 
　有資格者に依頼してください。 
 

ポイント 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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7. インターホン子機の取付けおよび配線 
7-1 埋込型インターホン子機の取付けおよび配線 

7-2 露出型インターホン子機の取付けおよび配線 オプション 



ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

井桁パネル取付金具 

受け柱内側端部 

オプション取付金具 

井桁パネル 

35

 

瓔-漓 Ｍ4×6トラス小ネジ 

瓔-漓 Ｍ4×6トラス小ネジ 

瓔-澆Ｍ4×25トラスタッピンネジ 

柱 

※1

41
5

7

7

φ5

 

井桁パネルの取付位置は、「 1.基本寸法と各部の名称　2.基本寸法」を参照してください。 
井桁パネルを取付ける前に、必ず他に機器との取合いを確認してください。 
ファンクションスリム機能接続用受け柱 左とファンクションスリム機能取付部パネルにオプション
取付金具取付孔をあける際は、ファンクションスリム機能接続用受け柱 左と柱の取付孔が水平にな
るようにしてください。 

補足  

● 

● 

● 

● 

● 

● 

オプション取付金具の取付孔は、オプション取付金具端部から35mmの孔を使用してください。 
井桁パネル取付金具を固定するときは、全長150mm以下の短形のドライバーを使用してください。 
井桁パネル本体をオプション取付金具の間に入れる際は、ファンクションスリム機能接続用受け柱 
左とファンクションスリム機能取付部パネルにキズがつかないように注意してください。 

ファンクションスリム機能接続用受け柱 左の内側の端部から7袢の位置およびピッチ415袢に、オプ
ション取付金具取付孔位置（※1）を左右受け柱に各2ヶ所けがいてください。 
けがいた位置にφ5の取付孔をファンクションスリム機能接続用受け柱 左に各2ヶ所あけてください。 

1

2

オプション取付金具をファンクションスリム機能接続用受け柱の溝にはめ込んで、ファンクションス
リム機能接続用受け柱 左とファンクションスリム機能取付部パネルの各2ヶ所に瓔-澆で固定してくだ
さい。 
井桁パネル取付金具を井桁パネル本体に4ヶ所瓔-漓で固定してください。 
井桁パネル本体をオプション取付金具の間に入れて、井桁パネル取付金具をオプション取付金具に 
瓔-漓で固定してください。 

3

4

5

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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8. 井桁パネル・パンチングパネルの取付け 

ファンクションスリム 井桁パネルの取付け 

オプション 

8-1

※図はファンクションスリム左仕様です。 
　右仕様の場合は、左右反転した位置に 
　取付けてください。 



井桁パネル取付金具 

ナットプレート 

柱 

井桁パネル 

瓔-滷 Ｍ4×8 
トラス小ネジ 

瓔-滷Ｍ4×8トラス小ネジ 

ファンクションミニ 
機能接続用受け柱 左 

井桁パネル，パンチングパネルの取付位置は、「 1.基本寸法と各部の名称　2.基本寸法」を参照して
ください。 
井桁パネル，パンチングパネルの取付けは柱の建て込み施工の前に行なってください。施工後の場
合は、ポスト，センターブロック等を取りはずしてください。 

補足  

● 

 

● 

井桁パネル取付金具を瓔-滷で固定してください。 
ナットプレートを井桁パネル取付金具に瓔-滷で仮止めしてください。 
ナットプレートを柱後側の溝へすべり込ませて、瓔-滷を固定してください。 

1

2

3

2
基
本
の
施
工
方
法 
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18-2 ファンクションミニ　井桁パネルの取付け　※パンチングパネルも同様の手順です。 



 

オプション取付金具 

柱 

珱-澆M4×10トラス小ネジ 

珱-澆M4×10トラス小ネジ 

ミニ用プランターポット本体 

ナットプレート 

柱 

ファンクションミニ 
機能接続用受け柱 左 

機能門柱取付金具 

スリム用 
プランターポット本体 

ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

機能門柱取付金具 

珱-漓M4×12 
トラス小ネジ 

珱-滷M4×16ナベ小ネジ 

珱-潺φ4×25トラスタッピンネジ 

7

7

φ5

ファンクションスリム機能接続用受
け柱 左の内側の端部から7mmの位置
に、オプション取付け金具取付孔位
置を左右に各1ヶ所けがいてくださ
い。 
けがいた位置にφ5の取付孔を左右各
1ヶ所にあけてください。 

1

2

機能門柱取付金具をオプション取付
金具に珱-漓で固定してください。 
オプション取付金具をファンクショ
ンスリム機能接続用受け柱 左とファ
ンクションスリム機能取付部パネル
の溝にはめ込んで、珱-潺で固定して
ください。 
プランターポット本体を機能門柱取
付金具に、珱 -澆で固定してくださ
い。 

3

4

5

● 

 

 

● 

 

 

 

プランターポットを取付ける前
に、必ず他に機器との取合いを確
認してください。 
ファンクションスリム機能接続用
受け柱 左とファンクションスリム
機能取付部パネルにオプション取
付金具取付孔をあける際は、ファ
ンクションスリム機能接続用受け
柱左の取付孔が水平になるように
してください。 

ナットプレートを機能門柱取付金具
に珱-滷で仮止めしてください。 
ナットプレートをファンクションミ
ニ機能接続用受け柱 左と柱の溝に差
し込んで、珱 -滷で固定してくださ
い。 
プランターポット本体を機能門柱取
付金具に、珱 -澆で固定してくださ
い。 

1

2

3

ポイント 2
基
本
の
施
工
方
法 

9. プランターポットの取付け 
9-1 ファンクションスリム プランターポットの取付け 

9-2 ファンクションミニ プランターポットの取付け 

オプション 
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瓠-漓M4×6トラス小ネジ 

瓠-澆M4×8トラス小ネジ 

ミニ用プランターハンガー本体 

ファンクションミニ 
機能接続用受け柱 左 

柱 

ナットプレート 

スリム用プランターハンガー本体 

ファンクションスリム 
機能接続用受け柱 左 

オプション取付金具 

柱 

φ5

瓠-滷φ4×25トラスタッピンネジ 

7

7

ファンクションスリム機能接続用受
け柱 左の内側の端部から7mmの位置
に、オプション取付金具取付孔位置
を左右に各1ヶ所けがいてください。 
けがいた位置にφ5の取付孔を左右各
1ヶ所にあけてください。 

1

2

オプション取付金具をファンクショ
ンスリム機能接続用受け柱 左の溝に
はめ込んで、瓠-滷で固定してくださ
い。 
プランターハンガー本体をオプショ
ン取付金具に、瓠-漓で固定してくだ
さい。 

3

4

● 

 

 

● 

プランターハンガーを取付ける前
に、必ず他に機器との取合いを確
認してください。 
ファンクションスリム機能接続用
受け柱 左とファンクションスリム
機能取付部パネルにオプション取
付金具取付孔をあける際は、ファ
ンクションスリム機能接続用受け
柱 左の取付孔が水平になるように
してください。 

ナットプレートをプランターハンガ
ー本体に瓠-澆で仮止めしてくださ
い。 
ナットプレートをファンクションミ
ニ機能接続用受け柱 左と柱の溝に差
し込んで、瓠-澆で固定してくださ
い。 

1

2

● プランターハンガー本体の取付け
は、柱の建て込み施工の前に行な
ってください。施工後の場合、ポ
スト，センターブロックミニ等を
取りはずしてください。 

● プランターハンガー本体をオプシ
ョン取付金具に固定するときは、
全長150mm以下の短形ドライバー
を使用してくだい。 

ポイント 

ポイント 

ポイント 

基
本
の
施
工
方
法 

2
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オプション 10. プランターハンガーの取付け 
110-1 ファンクションスリム プランターハンガーの取付け 

110-2 ファンクションミニ プランターハンガーの取付け 



Ｉ 

Ｉ 

ＡＡＡＢＢＣＣＤ 
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ＪＫＫＬＭＭＮＮＯ 
ＯＰＱＲＲＳＳＴＴ 

＄＃％ 

＄＃％ 
＆  ＠ 

＆  ＠ 

ネームシール貼付位置 

センターライン 

センターライン 

水平ライン 

水平ライン 

センターライン 

センターライン 

水平ライン 

水平ライン 

サイン 

投入口 

縦型ポスト 
台紙 

台紙 

ネームシール 

ネームシール 

● 施工時にネームシールを貼らない場
合は、ネームシールを必ず施主様に
お渡しください。 

縦型ポストにあとから消せる物で、セ
ンターラインと水平ラインを引いてく
ださい。 
ネームシールから必要な文字を少し小
さめに切り離してください。 
文字を切らないように注意して、台紙
をハサミで5分の1程度切り取ってく
ださい。 
水平ラインと文字の位置を合わせて、
文字をセンターラインから左右等間隔
になるよう仮貼りしてください。 
台紙をはがし文字が縦型ポストからは
がれないようにしっかり貼付けてくだ
さい。 
センターラインと水平ラインを消して
ください。 

1

2

3

4

5

6

● 施工時にネームシールを貼らない場
合は、ネームシールを必ず施主様に
お渡しください。 

サインプレートにあとから消せる物で、
センターラインと水平ラインを引いて
ください。 
ネームシールから必要な文字を少し小
さめに切り離してください。 
文字を切らないように注意して、台紙
をハサミで5分の1程度切り取ってく
ださい。。 
水平ラインと文字の位置を合わせて、
文字をセンターラインから左右等間隔
になるよう仮貼りしてください。 
台紙をはがし文字がサインプレートか
らはがれないようにしっかり貼付けて
ください。 
センターラインと水平ラインを消して
ください。 

1

2

3

4

5

6

2
基
本
の
施
工
方
法 

11. ネームシールの貼り方  
11-1 縦型ポストに貼る場合 

11-2 サインに貼る場合 
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梁キャップ 

梁・柱取付金具 

璢-潛M8×18六角ボルトPW＋SW

梁 

図12-1 シーリング材充てん箇所（※） 

璢-濳M5×16 
トラスタッピンネジ3種 

梁 

梁・柱取付金具 
柱 

12. 両支持柱と梁の取付け 

梁キャップにシーリング材を充てん
して、梁両端に取付けてください。 
（図12-1参照） 

1

梁に梁・柱取付金具を璢-潛で取付け
てください。 

2

梁・柱取付金具を柱に差込んで、柱
と梁を璢-濳で取付けてください。 

3

● 

 

● 

指定の個所にシーリングしてくだ
さい。（※） 
同梱のブチルシーリングを使用し
てください。 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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柱ピッチ±2
柱ピッチ±2

水平ライン 

水平ライン 

基礎孔 

アンカー棒 

柱ピ
ッチ
±2

柱ピ
ッチ
±2

化粧材 

化粧材 

図13-1　スタンダードスタイル・ 
アーキモダンスタイルの場合 

図13-2 　ナチュラルスタイルの場合 

G.L.

G.L.

55
0（
30
0）
 

10
0

55
0（
30
0）
 

50

標準柱 
ロング柱 

中間柱 
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13. 両支持柱と中間柱の施工 　※（　）内は中間柱の場合です。 

● 

 

 

 

● 

隣の柱との高低差や倒れがある
と、桁が取付きません。また、排
水性が低下するおそれがありま
す。 
中間柱にフェンスを取付ける場合
は、柱ピッチのズレが大きいと
フェンスが取付かないおそれがあ
ります。 

● 

 

 

● 

コンクリート打設後に施工寸法の
狂いが生じていないか確認してか
ら養生してください。 
養生期間中、柱内部に雨水が入ら
ないようにしてください。 

柱にアンカー棒を差込み、柱を基礎
孔に設置してください。 

1

基礎孔にコンクリートを打設してく
ださい。 

4

控え木などで柱が自立できるように
して、「 1.基本寸法と各部の名称　2.
基本寸法図」で柱ピッチを確認してく
ださい。 
隣の柱との高低差、柱の倒れがない
よう調整してください。 

2

3

● 

 

● 

 

● 

標準柱・ロング柱の埋込深さは各
スタイルとも550mmです。 
中間柱の埋込深さは各スタイルと
も300mmです。 
化粧材の納まりは各スタイルで異
なります。（図13-1，図13-2参照） 

補足  

ポイント 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
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化粧材 

化粧材 

柱ピッチ±2

水平ライン 
標準柱 
ロング柱 中間柱 

基礎孔 

アンカー棒 

柱ピッチ±2

図14-1　ベーシックスタイルの場合 

図14-2　スタンダードスタイル・ 
アーキモダンスタイルの場合 

図14-3 　ナチュラルスタイルの場合 

55
0（
30
0）
 

G.L.

G.L.

G.L

55
0（
30
0）
 
10
0

55
0（
30
0）
 

50

14. 片支持柱と中間柱の施工　※（　）内は中間柱の場合です。 

● 

 

 

 

● 

隣の柱との高低差や倒れがある
と、桁が取付きません。また、排
水性が低下するおそれがありま
す。 
中間柱にフェンスを取付ける場合
は、柱ピッチのズレが大きいと
フェンスが取付かないおそれがあ
ります。 

● 

 

 

● 

コンクリート打設後に施工寸法の
狂いが生じていないか確認してか
ら養生してください。 
養生期間中、柱内部に雨水が入ら
ないようにしてください。 

控え木などで柱が自立できるように
して、「 1.基本寸法と各部の名称　2.
基本寸法図」で柱ピッチを確認してく
ださい。 
隣の柱との高低差、柱の倒れがない
よう調整してください。 

2

3

基礎孔にコンクリートを打設してく
ださい。 

4

柱にアンカー棒を差込み、柱を基礎
孔に設置してください。 

1

● 

 

● 

 

● 

標準柱・ロング柱の埋込深さは各
スタイルとも550mmです。 
中間柱の埋込深さは各スタイルと
も300mmです。 
化粧材の納まりは各スタイルで異
なります。（図14-1,図14-2,図14-3
参照） 

補足  

ポイント 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
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璢-澀M8用平座金 

璢-澁M8用バネ金 
璢-潸M8用六角ナット 

璢-漓M8×70六角ボルト 

ブラケット 

ブラケット 

柱 

璢-滷M8×25六角ボルトPW＋SW

カラー 

上 

下 

ブラケット補強材 
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15. ブラケットの取付け 

● 基礎コンクリートが硬化している
ことを確認してください。 

ブラケットを柱に差込んで、璢-滷で
取付けてください。 

2

ブラケットにブラケット補強材を璢-
漓、璢-潸、璢-澁、璢-澀で先端のみ
カラーを使用して、取付けてくださ
い。 

1

● ブラケット補強材には上下方向が
あります。下側の出っ張りが大き
くなる方向で取付けてください。
取付け方向を間違えると梁が取付
きません。 

ポイント 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 



梁 

梁 

璢-滷M8×25六角ボルトPW＋SW
璢-潺M5×12ナベ小ネジPW＋SW

璢-滷M8×25六角ボルトPW＋SW

梁キャップ 

コーナーカバー 

璢-潯φ4×13ナベテクスネジ 

ブラケット 

梁 

ブラケット取付ボルト 

ブラケット取付ボルト 

ブラケット取付ネジ 

16. 片支持柱と梁の取付け 

梁をブラケットの奥まで差込んでく
ださい。 
璢-滷、璢-潺で梁とブラケットを固定
してください。 

1

2

梁キャップにシーリング材を充てん
して、梁に取付けてください。 
（図16-1参照） 

3

コーナーカバーを璢-潯で梁に取付け
てください。 

4

図16-1 シーリング材 
充てん箇所（※） 

● 

 

● 

 

● 

指定の個所にシーリングしてくだ
さい。（※） 
同梱のブチルシーリングを使用し
てください。 
梁キャップが梁に取付けづらい場
合は、一旦、ブラケット取付ボル
トとブラケット取付ネジをゆるめ
てから、梁キャップを取付けてく
ださい。 
取付後は、ブラケット取付ボルト
とブラケット取付ネジを締め込ん
でください。 

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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巾木 

G.L.

瑣-漓φ4×16サラピアスネジ 柱 

図17-1

巾木を瑣-漓で柱に取付けてください。（図17-1参照） 1
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メモ 

2
基
本
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17. 巾木の取付け　※ナチュラルスタイルの場合の作業です。 



桁 

水抜き孔 

703
520

寸法 L1呼称 
L51
L57

桁 

水抜き孔 

1395
1213

寸法 L2呼称 
L51
L57

横樋A

横樋B

横樋C

横樋D

道路側柱 

家側柱 

横樋A
横樋B
横樋C
横樋D

道路側柱の家側面 
道路側柱の道路側面 

家側柱の道路側面 
家側柱の家側面 

2
基
本
の
施
工
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法 
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18. 桁の取付け 
18-1 横樋取付位置の決定　※L51，L57タイプの場合の作業です。 

横樋の取付位置を図の横樋A・横樋
B・横樋C・横樋Dから決定してくだ
さい。 

1

道路
側 

18-2 桁取付方向の確認　※L51，L57タイプの場合の作業です。 

表18-2を参照して、道路側の桁端部
から水抜き孔までの寸法がL1の数値
になる方向で桁を取付てください。 

1

（1）横樋取付位置が横樋A，横樋Cの場合 

L1 表18-2

道路
側 

表18-3を参照して、道路側の桁端部
から水抜き孔までの寸法がL2の数値
になる方向で桁を取付てください。 

1

（2）横樋取付位置が横樋B，横樋Dの場合 

L2 表18-3

道路
側 

家　
側 

表18-1



璢-澆M8×30四角ボルト 

裏板 
水抜き孔 

桁 

ボルト溝 

梁 

梁・桁固定金具 

璢-潸M8用六角ナット 

璢-澁M8用バネ座金 璢-澀M8用平座金 

横樋 

璢-澆を2本、桁下面のボルト溝に取
付てください。 
桁下面のボルト溝に横樋取付用の裏
板を2枚取付てください。 

1

2

梁の長孔加工部に梁・桁固定金具を
取付てください。 
桁を梁の上に乗せて、璢-澆が梁・桁
固定金具と梁の長孔加工部を貫通す
るように設置してください。 
柱から桁端部までの寸法が家側・道
路側で均等になるよう調整してくだ
さい。 
璢-潸、璢-澁、璢-澀を璢-澆に仮止め
してください。 

3

4

5

6

18-3 桁の取付け 

● 横樋取付位置によってボルト溝へ
の裏板と璢-澆の取付順序が変わり
ます。事前に決定した横樋取付位
置に裏板が2枚入っていることを確
認してください。 

ポイント 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

オプションのパーゴラを取付ける
場合は、あらかじめ桁下面のボル
ト溝に裏板を必要な枚数だけ取付
けておく必要があります。取付け
は、「 6.パーゴラの取付け　1.パー
ゴラの取付け」を参照してくださ
い。 
オプションのロールスクリーンを
取付ける場合は、あらかじめ桁下
面のボルト溝に瓮-漓を4本取付け
ておく必要があります。取付け
は、「 7.ロールスクリーンの取付け
1.ロールスクリーン W2000の取付
け」を参照してください。 

● 梁・桁連結部は、端部アーチ、中
間アーチ取付後に屋根部の直角度
を確認してから固定してくださ
い。 

補足  

図6-1　横樋取付位置Bの場合 

ポイント 

図18-2　梁・桁納まり図 

梁・桁固定金具 

梁 

桁 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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18. つづき 



梁・桁固定金具カバー 

璢-潯φ4×13 
ナベテクスネジ 

璢-潸M8用六角ナット 

珮-漓φ4×12トラスタッピンネジ3種 

端部アーチ 

中間アーチ 

図19-1

桁 

桁 

梁 

桁 

梁・桁固定金具カバー 

ボルト溝 

2
基
本
の
施
工
方
法 

19. 端部アーチ・中間アーチの取付け 

桁に端部アーチ・中間アーチを珮-漓
で取付けてください。 
端部アーチ・中間アーチが桁に対し
て直角になっているか確認してくだ
さい。 

1

2

梁・桁連結部の璢-潸を本締めしてく
ださい。 
桁下面のボルト溝に、梁・桁固定金
具カバーの突起部を差し込んで、梁
に璢-潯で固定してください。（図19-
1参照） 

3

4

● 端部アーチ・中間アーチが桁に対
して直角でないと屋根材を正しく
施工することができません。 

ポイント 
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珮-漓φ4×12トラスタッピンネジ3種 

中間アーチ 

端部アーチ 

中骨 

屋根材押え 

屋根材受け 

屋根パネル 

屋根パネル 

屋根材押さえ 

ビート材 

桁 L（※2） 

（※1） 

珮-漓φ4×12 
トラスタッピンネジ3種 

屋根材受け 

珮-漓φ4×12 
トラスタッピンネジ3種 

18

20. 中骨の取付け 

21. 屋根パネルの取付け 

中骨を端部アーチと中間アーチに珮-漓で取付けてください。 1

桁に取付いている屋根材受けの隣同士のすき間（※1）をなくしてください。 
桁端部から屋根材受けまでの距離L（※2）を両側で均等にしてください。 
屋根パネルを乗せて、屋根材受けのビート材から約18mmずつ出る位置に置いてください。 
（図21-1参照） 
屋根材押さえを屋根材受けに珮-漓で取付けてください。 

1

2

3

4

図21-1　屋根パネル納まり図 

2
基
本
の
施
工
方
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中間アーチカバー 

端部アーチカバー 

端部アーチ L

中間アーチ 

珮-滷φ4×12トラスタッピンネジ2種 
PW＋樹脂W

28
30

Lサイズ 
W18
W21

表21-1

屋根材受け 

ビート材 中間アーチカバー 
端部アーチカバー 

 

21. つづき 

表21-1を参照して、中間アーチカバー、端部アーチカバーを中間アーチと端部アーチに珮-滷で取付け
てください。（図21-2参照） 

1

図21-2　中間アーチカバー、端部アーチカバー納まり図 

メモ 

● アーチカバーの周囲にシーリングする場合は、弊社指定のシーリング材を使用してください。 
（表21-2参照） 

補足  

シーラント72
トスシール380

SE960

品名および品番 シーリングメーカー 
信越化学工業 
東芝シリコーン 

トーレシリコーン 

表21-2 2
基
本
の
施
工
方
法 
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横樋キャップＡ 

横樋キャップＢ 

横樋キャップA

横樋キャップB

シーリング材 

横樋 

雨樋孔ふさぎキャップ 

アタッチメントパッキン 

アタッチメントパッキン 

ボルト溝 

桁 

雨樋アタッチメント 

水抜き孔 

瑯-澆φ4×12トラス 
タッピンネジ3種 

瑯-澆φ4×12トラス 
タッピンネジ3種 

裏板 

瑯-潺φ4×10トラスタッピンネジ1種 

22. 横樋の取付け 

横樋キャップＡと横樋キャップＢに
シーリング材を充てんして、横樋に
差込み瑯-潺で取付けてください。 
（図22-1参照） 

1

横樋キャップＡと横樋キャップＢの
内側にシーリング材を充てんしてく
ださい。（図22-2参照） 

2

桁の横樋を取付ける方の水抜き孔に
雨樋アタッチメント,アタッチメント
パッキンを瑯-澆で取付けてくださ
い。 
桁の横樋を取付けない方の水抜き孔
にアタッチメントパッキン、雨樋孔
ふさぎキャップを瑯-澆で取付けてく
ださい。 

1

2

● 

 

● 

 

● 

指定の個所にシーリングしてくだ
さい。（※） 
同梱のブチルシーリングを使用し
てください。 
シーリング材を十分充てんしてい
ないと雨水がもれるおそれがあり
ます。 

● 奥行き13型，20型，25型には、水
抜き孔は1ヶ所しかありません。 

22-1 横樋の組立て 

22-2 雨樋アタッチメントの取付け 

図22-2

図22-1　シーリング材 
充てん箇所（※） 

補 足  

ポイント 

2
基
本
の
施
工
方
法 
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横樋キャップA

横樋キャップB

スペーサー 
裏板 裏板 
桁 

瑯-滷M5×12ナベ小ネジPW+SW

瑯-澁M5×16ナベ小ネジPW+SW

メモ 

22-3 横樋の取付け 

2
基
本
の
施
工
方
法 

横樋キャップAを裏板に瑯-滷で取付けてください。 
横樋キャップBと裏板の間にスペーサーをはさみ込み瑯-澁で取付けてください。 

1

2
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横樋キャップA

ドレンエルボ 

接着剤塗布 

接着剤塗布 

竪樋（※1） 

接着剤塗布 

接着剤塗布 

92°エルボ 

竪樋（※1） 

接着剤塗布 

92°エルボ  
でんでん 

瑯-漓φ4×19ナベピアスネジ 

梁 

柱 

竪樋（※1）は取付位置を確認して、現場加工をして使用してください。 
横樋キャップＡにドレンエルボ、竪樋、92°エルボを接着剤で取付けてください。 
でんでんを柱に瑯-漓で取付けてください。 
竪樋をでんでんに取付けてください。 

1

2

3

4

－76－ 
E149_200403A

2
基
本
の
施
工
方
法 

23. 竪樋の取付け 



新しく降った 
粉状の雪 

（雪比重：0.3） 

20cm 12cm 8cm
積雪量（目安） 積雪量（目安） 積雪量（目安） 

（雪比重：0.5） （雪比重：0.7） 

水分を含んだやや 
重い雪・降り積も 
って圧縮された雪  

●屋根の上には絶対に乗らないでください。 
　転落するおそれがあります。 
●下記の積雪量になる前に、必ず雪下ろしをしてください。 
　製品破損による被害のおそれがあります。 
※雪の重さは雪の状態によって大きく変化します。 
　特に春先の雪は重くなります。 
※雪下ろしの際、雪はできるだけ残さず下ろしてください。 
　雪を残すと氷状になり、たいへん重くなります。 
※雪下ろしの際、絶対に水をかけないでください。 
　雪が氷状になり、さらに重くなります。 

水分を含んで 
凍っていて 
粒の大きな雪 

しまりゆき ざらめゆき 
新　雪 締　雪 粗目雪 

注意 

桁キャップL

桁 

シーリング材 

柱 

瑯-潺φ4×10トラスタッピンネジ1種 

端部アーチカバー 

桁キャップR 桁キャップL

桁キャップ 

図24-1　シーリング材充てん箇所（※） 

注意シール 

2
基
本
の
施
工
方
法 

2
基
本
の
施
工
方
法 

桁キャップＬにシーリング材を充て
んし、桁に取付けてください。 
（図24-1参照） 
桁キャップＬと桁を瑯-潺で固定して
ください。 

1

2

桁キャップと端部アーチカバーとの
隙間にシーリング材を充てんしてく
ださい。 

3

必ず注意シールを柱の目立つ位置に
貼ってください。 

1

24. 桁キャップの取付け　※桁キャップRも同様の作業です。 

25. 注意シールの貼付け 

● 注意シールは、施主様に安全に使
用していただくために必要です。 

注意  

● 

 

● 

 

● 

指定の個所にシーリングしてくださ
い。（※） 
同梱のブチルシーリングを使用して
ください。 
シーリング材を十分充てんしていな
いと雨水が漏れるおそれがありま
す。 

ポイント 
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サイズ呼称 
18
21

W
1787
2087

図1-1　奥行き51縦連棟タイプ 

ネオフォルムアプローチ本体外線 

2098 10513000

10200

1051 3000

W

5100 5100

60
0

30
0

30
0

600

図1-3　奥行き51＋13延長タイプ 

ネオフォルムアプローチ本体外線 

1693 646

6390

1051 3000

60
0

30
0

30
0

W 600

5100 1290

図1-4　奥行き57＋13延長タイプ 

W

7025

869 15102000 2000

5735 1290

646

30
0

600

ネオフォルムアプローチ本体外線 
60
0

30
0

図1-2　奥行き57縦連棟タイプ 

表1-1

W

11470

868.5 17332000 2000

5735 5735

868.52000 2000

30
0

600

ネオフォルムアプローチ本体外線 

60
0

30
0

柱の埋込み位置を出して、基礎孔を掘ってください。 1

● 

● 

基礎構造については「 1.基本寸法と各部の名称　2.基本寸法」を参照してください。 
柱の移動は±100mm以内です。 

補足  
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3

縦
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1. 基礎の施工 

3　縦連棟の施工方法 



桁 

桁スリーブＡ 

シーリング材 

桁スリーブＢ 

75

23
2315

751010

桁 φ5 φ5

桁 

桁スリーブＡ 

瑯-潸φ4×13ナベテクスネジ 

桁スリーブＢ 

100

100

2. 桁の連結　※端部アーチの取付け前に行なう作業です。 

図を参照して、桁にφ5の孔を加工し
てください。 

1

桁スリーブＡ,桁スリーブＢを桁に
100mmづつのみこませて、瑯-潸で取
付けてください。 

2

桁スリーブＡと桁内側のすきまに
シーリング材を充てんしてくださ

3

● 梁と桁を仮止めした後に行なって
ください。仮止めしていない場合
は、桁が梁から落下して部材の破
損やケガのおそれがあります。 

注意  

● 

 

● 

 

● 

指定の個所にシーリングしてくだ
さい。 
同梱のブチルシーリングを使用し
てください。 
シーリング材を十分に充てんして
いないと雨水がもれるおそれがあ
ります。 

ポイント 

3

縦
連
棟
の 

施
工
方
法 
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連棟アーチカバー 

端部アーチ 

珞-滷φ4×12トラスタッピンネジ2種PW＋樹脂W

屋根材 

連棟アーチカバー 

端部アーチ 

L

図3-2　連棟アーチカバー納まり図 

屋根材受け 

連棟アーチカバー 

ビート材 

28
30

Lサイズ 
W18
W21

表3-1

シーラント72
トスシール380

SE960

品名および品番 シーリングメーカー 
信越化学工業 
東芝シリコーン 

トーレシリコーン 

表3-2

3. 連棟部分の組付け 

表3-1を参照して端部アーチに連棟アーチカバーを珞-滷で取付けてください。（図3-1，図3-2参照） 1

図3-1

● アーチカバーの周囲にシーリングする場合は、弊社指定のシーリング材を使用してください。 
（表3-2参照） 

補足  
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梁連結材 

プッシュボタン 

梁 
琲-漓M8×120六角ボルト 

琲-滷M8用袋ナット 

琲-潺M8用バネ座金 琲-澆M8用平座金 

25

1. 梁連結材の取付け 

4　Ｍ合掌の施工方法 

梁のプッシュボタンを取外して、梁連結材を琲-漓、琲-滷、琲-澆、琲-潺で取付けてください。 1

● 梁と梁の間隔は25mmです。 

ポイント 

4

Ｍ
合
掌
の 

施
工
方
法 

－81－ 
E149_200403A



250250  W1  W1

※1

5

Ｍ合掌棟木 

Ｍ合掌棟木固定金具 
桁 

琲-潸φ4×13ナベテクスネジ 

図2-2　M合掌棟木固定金具取付位置 図2-1　M合掌棟木納まり図 

1500

1300

W1
L51

L57

表2-1

M合掌棟木固定金具 

M合掌棟木 

桁 

Ｍ合掌棟木 

Ｍ合掌キャップ 

琲-潸φ4×13 
ナベテクスネジ 

図3-1　シーリング材充てん箇所（※） 

Ｍ合掌キャップ 

2. Ｍ合掌棟木の取付け　※屋根パネル取付け前に行なう作業です。 

図2-2を参照して、Ｍ合掌棟木固定金
具をＭ合掌棟木に琲-潸で取付けてく
ださい。 

2

Ｍ合掌棟木を桁の上から取付けてく
ださい。（図2-1参照） 

1

● 桁の端部から5mmあけてください。 

ポイント 

● L20，L25，L57の場合は中心にも
取付けます。（※1） 

ポイント 

● 

 

● 

指定の個所にシーリングしてくだ
さい。（※） 
同梱のブチルシーリングを使用し
てください。 

ポイント 

桁キャップ取付後、Ｍ合掌キャップ
の内側にシーリング材を塗布して、
琲-潸でＭ合掌棟木に取付けてくださ
い。（図3-1参照） 

1

3. Ｍ合掌キャップの取付け 
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琺-漓φ4×13ナベテクスネジ 

琺-漓φ4×13ナベテクスネジ 

Ｍ合掌棟木固定金具 

Ｍ合掌連棟カバー 

Ｍ合掌棟木 

1

2

Ｍ合掌棟木にＭ合掌連棟カバーを琺-漓で取付けてください。 
Ｍ合掌棟木固定金具を縦連棟部のＭ合掌棟木の隙間に琺-漓でＭ合掌棟木に固定してください。 

4

Ｍ
合
掌
の 

施
工
方
法 
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4. 縦連棟Ｍ合掌の場合の施工　※屋根パネル取付け前に行なう作業です。 



フェンス・パネル連結部品 

フェンス 
パネル 

内　
側 

外　
側 

8
5

G.
L.

瓧-澆M5×10バインド小ネジ 

瓧-漓φ4×13トラスピアスネジ 
瓧-滷φ4×25トラスピアスネジ 

図1-1　スタンダードスタイル 
　　　　ナチュラルスタイル 

図1-2　アーキモダンスタイル 

図1-3　スタンダード木調スタイル 
　　　　アーキモダン木調スタイル 

図1-4　門柱タイプ 

フ
ェ
ン
ス
・
パ
ネ
ル
ネ
ジ
ピ
ッ
チ
 

※2 ※1

※1

※1

※2

調整金具 

※1

フェンス・パネル連結部品の下面が
G.L.仕上げ面から85mmの位置にな
るようにアーキモダンスタイルの場
合は瓧-滷、それ以外は瓧-漓で取付け
てください。 
 
取付けるフェンス・パネルネジピッ
チにあわせて、上側のフェンス・パ
ネル連結部品を柱化粧材にアーキモ
ダンスタイルの場合は瓧-滷、それ以
外は瓧-漓で取付けてください。 
 
フェンスをフェンス・パネル連結部
品に瓧-澆で取付けてください。 

1

2

3

図を参照して、フェンス・パネルを
取付ける位置を確認してください。 

1

1-1 柱の取付可能位置の確認 

1-2 フェンス・パネル連結部品の取付け 

● フェンス・パネル連結部品には取
付け方向があります。 

ポイント 

● 

● 

取付可能位置は※1，※2です。 
門柱タイプの調整金具取付面セン
ターには取付けできません。 
（図1-4参照） 

ポイント 
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1. フェンス・パネルの取付け 

5　フェンス・パネルの取付け 

オプション 

5
パ
ネ
ル
・
フ
ェ
ン
ス
の 

取
付
け 



パーゴラ 
225 121121

パーゴラ 

パーゴラ 

510 113113

400158 158

20075 75

パーゴラ 

1-1 L25タイプに10本取付ける場合 

1-3 L20タイプに5本取付ける場合 

1-4 L13タイプに5本取付ける場合 

1-2 L25タイプに5本取付ける場合 

※パーゴラの取付け位置および本数は必要に 
　応じて、現場で調整することができます。 

● パーゴラのピッチは225mmです。 

補足  

● パーゴラのピッチは510mmです。 

補足  

● パーゴラのピッチは400mmです。 

補足  

● パーゴラのピッチは200mmです。 

補足  

6
パ
ー
ゴ
ラ
の
取
付
け 
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6　パーゴラの取付け 

1. パーゴラの取付けピッチ オプション 



パーゴラ桟 

パーゴラ取付金具 

パーゴラ取付金具 

裏板（※1） 

瓱-漓M5×12トラス小ネジPW＋SW

瓱-滷φ4×30トラスタッピンネジ（G=5） 

パーゴラ桟の両端にパーゴラ取付金具を瓱-滷で取付けてください。 
パーゴラ取付金具を桁下面の溝の中の桁裏板に瓱-漓で仮止めしてください。 
パーゴラが等間隔になるように位置を調整してから、瓱-漓を締め込んでください。 

1

2

3

● 

● 

桁の取付けの際には、桁下面の溝にパーゴラ取付け用の裏板をあらかじめ挿入してください。（※1） 
裏板はパーゴラ1本当たりに、片側2枚必要です。 

ポイント 
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2. パーゴラの取付け オプション 

6
パ
ー
ゴ
ラ
の
取
付
け 



スクリーン生地 

ロールスクリーン本体 

ロールスクリーン 
取付金具 

ケース蓋 

瓮-澆 M8用袋ナット 

瓮-滷 M8×18六角ボルト 

瓮-潺 M8用平座金 

瓮-潺 M8用平座金 

瓮-潸 M8用バネ座金 

瓮-漓M8×16四角ボルト 

桁 

ケース蓋固定ネジ 
（φ4×8トラス小ネジ） 

ロールスクリーン本体のケース蓋固
定ネジを外してからケース蓋を一旦
取外して、スクリーン生地を全部引
き出してください。この時、スク
リーン生地が汚れないように注意し
てください。 

2

ロールスクリーン取付金具をロール
スクリーン本体上部に瓮-滷、瓮-澆、
瓮-潺、瓮-潸で取付けてください。 

3

1

スクリーン生地は一度引き出すと
ロックがかかり、その位置で固定
状態になります。もう一度下に引
くとロックが解除して、巻き取り
がはじまります。 

● 

桁の取付けの際には、桁下面の溝に
ロールスクリーン取付け用の瓮-漓を
4本あらかじめ挿入してください。 

補足  

7
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ロ
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の
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1. ロールスクリーンW2000の取付け 

7　ロールスクリーンの取付け 

オプション 



ケース蓋 

ロールスクリーン本体 

瓮-漓 M8×16四角ボルト 

ケース蓋固定ネジ 

瓮-澆 M8用袋ナット 
瓮-潸 M8用バネ座金 
瓮-潺 M8用平座金 

1で引き出したスクリーン生地を巻き取ってください。 
ケース蓋をロールスクリーン本体に戻して「ケース蓋固定ネジ」で取付けてください。 
ロールスクリーン取付金具を桁に挿入してある瓮-漓に差込んで、桁に瓮-澆、瓮-潺、瓮-潸で取付けて
ください。 

3

4

5

7
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン 

の
取
付
け 

－88－ 
E149_200403A

1. つづき 



G.L.

ボトム固定ベルト 

フック 

ロールスクリーン 

ボトム固定金具 

柱化粧材 

瓮-澁M4×19ナベテクスネジ 

W

L2

L3

W

柱 

ロールスクリーンケース 

スクリーン生地 

柱化粧材 

L2

L3

瓮-澆M8用袋ナット 

ロールスクリーンケース端部から柱までの寸法Wが左右均等になる位置で瓮-澆を固定してください。 
スクリーン生地を引き出した時に固定する位置L2，L3を決めてください。柱化粧材の中心にボトム固
定金具を瓮-澁で取付けてください。 
ボトム固定ベルトをロールスクリーンのフックに取付けてください。 
取付完了後は、スクリーン生地を収納してください。 

6

7

8

9

7
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン 

の
取
付
け 
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1. つづき 



クッション材 

タイル下地 

瓩-漓 φ4×16サラピアスネジ 

メモ 

タイル下地の裏側にクッション材を
貼り付けてください。 
柱化粧材の任意の位置にタイル下地
を瓩-漓で取付けてください。 

1

2

● タイル梱包内の取付説明書にした
がってタイルを取付けてくださ
い。 

補足  

8

1. タイル下地の取付け 

8　タイル下地の取付け 

オプション 

タ
イ
ル
下
地
の
取
付
け 

E149_200403A
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